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　「蛇口をひねれば、いつでも好きなだけき　「蛇口をひねれば、いつでも好きなだけき

れいな水が出る」と思っていませんか？水はれいな水が出る」と思っていませんか？水は

限りある貴重な資源です。一人ひとりの無駄限りある貴重な資源です。一人ひとりの無駄

使いが重なると、必要なときに十分な水量を使いが重なると、必要なときに十分な水量を

供給できなくなります。私たちが普段何気な供給できなくなります。私たちが普段何気な

く使う水道の水には、たくさんの手間や労力く使う水道の水には、たくさんの手間や労力

がかかっています。がかかっています。

　６月１日から７日までは水道週間。便利な　６月１日から７日までは水道週間。便利な

水道に慣れすぎている私たちだからこそ、水水道に慣れすぎている私たちだからこそ、水

の大切さを見直し、水についての理解を深めの大切さを見直し、水についての理解を深め

ましょう。ましょう。

　「蛇口をひねれば、いつでも好きなだけき

れいな水が出る」と思っていませんか？水は

限りある貴重な資源です。一人ひとりの無駄

使いが重なると、必要なときに十分な水量を

供給できなくなります。私たちが普段何気な

く使う水道の水には、たくさんの手間や労力

がかかっています。

　６月１日から７日までは水道週間。便利な

水道に慣れすぎている私たちだからこそ、水

の大切さを見直し、水についての理解を深め

ましょう。

６月１日～７日　水道週間
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私
た
ち
の
体
の
約

60
％
か
ら
70
％
は
水
で

で
き
て
い
ま
す
。
何
も

食
べ
な
く
て
も
、
２
〜

３
週
間
は
生
命
を
保
て

ま
す
が
、
一
滴
も
水
を

飲
ま
な
い
と
、
数
日
し

か
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

水
は
、
私
た
ち
の
体

の
中
で
い
ろ
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

主
に
、
新
陳
代
謝
を
高
め
て
細
胞
を
活
性
化
し

た
り
、
消
化
液
を
分
泌
し
て
栄
養
素
を
吸
収
し

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
血
液
や
組
織
液
の
循
環

を
良
く
し
、
皮
膚
の
う
る
お
い
や
張
り
が
保
て

る
の
も
、
水
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
体
温
の
調

節
に
も
水
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
く
ら
い

の
水
を
必
要
と
す
る
か
は
、
個
人
差
が
あ
り
ま

す
し
、
住
ん
で
い
る
地
域
や
そ
の
人
の
仕
事
な

ど
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。
平
均
的
に
は
、
１

日
に
２
リ
ッ
ト
ル
か
ら
３
リ
ッ
ト
ル
が
必
要

で
、
こ
の
う
ち
飲
料
水
と
い
う
形
で
と
る
水
は

約
半
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
は
体
の
活
動
を
維
持
す
る

た
め
に
と
て
も
重
要
な
も
の
で
、
水
な
し
で
は

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

「
そ
ん
な
こ
と
、

考
え
た
こ
と
も
な

い
」。
大
半
の
人
が

そ
う
だ
と
思
い
ま

す
。
朝
起
き
て
顔
を

洗
い
、
食
事
や
飲
用

に
使
い
、
ト
イ
レ
に

手
洗
い
、
歯
磨
き
、

お
風
呂
、洗
濯
…
と
、

無
意
識
の
う
ち
に
、

き
っ
と
何
十
回
も
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

一
般
的
に
、
家
庭
で
１
日
に
１
人
が
使
う
水

の
量
は
2
4
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
10
リ
ッ
ト
ル
の
バ
ケ
ツ
に
24
杯
分
。
普

段
何
気
な
く
ひ
ね
る
蛇
口
で
す
が
、
水
道
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
か
け
が
え
な
い

施
設
な
の
で
す
。

水
道
は
、
清
浄
・
豊
富
・※

１

低
廉

て
い
れ
ん

を
合
い
言

葉
に
し
て
い
ま
す
。
清
浄
と
は
飲
用
に
適
す
る

水
と
い
う
意
味
で
、
純
粋
な
「
水
」
で
あ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
法
で
は
、
利
用
者
に

き
れ
い
で
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、
50
項

目
の
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
浄
水
場
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ

れ
、
必
要
な
運
転

管
理
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、

水
質
基
準
を
満
た

し
た
水
道
水
を
供

給
し
て
い
る
か
確

認
す
る
た
め
、
水

道
水
質
の
検
査
も

定
期
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
１
　
低
廉

値
段
が
安
い
こ
と

１
日
に

何
回
蛇
口
を
ひ
ね
り

ま
す
か

水
な
し
で

何
日
間
生
き
ら
れ

ま
す
か

「
水
道
の
水
？
」

ど
ん
な
水
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雲
仙
市
の
水
道
水
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
下
水

で
、
自
然
で
磨
か
れ
た
雲
仙
岳
の
水
系
の
水
で

す
。
地
下
水
は
、
水
道
水
の
中
で
特
級
水
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
上
の
影
響
を

受
け
に
く
い
深
い
位
置
か
ら
取
水
さ
れ
て
お

り
、
雨
水
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

く
み
上
げ
ら
れ
た
地
下
水
は
、
配
水
池
と
い

う
水
槽
に
貯
水
さ
れ
ま
す
。
こ
の
途
中
で
滅
菌

し
、
大
腸
菌
や
一
般
細
菌
な
ど
の
混
入
を
未
然

に
防
ぎ
ま
す
。
滅
菌
に
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
と
い
う
薬
品
を
使
い
、
み
な
さ
ん
に
安

全
で
お
い
し
い
水
を
届
け
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
水
道
メ
ー
タ
ー
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を

毎
月
検
針
し
、
使
用
し
た
水
量
が
水
道
料
金
で

す
。
で
す
か
ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
あ
な
た
の

家
の
使
用
水
量
を
正
確
に
示
す
た
め
に
、
８
年

に
一
度
は
取
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
水

道
メ
ー
タ
ー
は
水
の
玄
関
で
す
。
検
針
が
し
や

す
い
よ
う
に
、
次
の
点
に
注
意
し
、
大
切
に
扱

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い

●
家
の
増
改
築
な
ど
で

水
道
メ
ー
タ
ー
が
床

下
や
屋
内
に
な
る
と

き
は
、
屋
外
の
見
や

す
い
場
所
に
移
す

●
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
は
い
つ
も

き
れ
い
に
す
る

●
犬
は
放
し
飼
い
に
し

な
い
で
、
出
入
り
口

や
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
か
ら
放
し
て

つ
な
い
で
お
く

先
月
に
比
べ
、
急
に
水
道
の
使
用
料
が
増
え

た
と
き
は
、
水
漏
れ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
調
べ
て
く
だ
さ

い
。

①
家
中
の
蛇
口

を
締
め
る

②
水
道
メ
ー
タ

ー
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
マ
ー
ク

（
下
図
）
を
調

べ
る

も
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少
し
で
も
回

っ
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ
の
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
転
入
や
転
出
の
と
き
、
水
道
の
水
で

困
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、
市
役
所
の
水
道
課
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
新
規
加
入
や
増
設
改
良
、
停
止
、

廃
止
の
と
き
、
転
入
、
転
出
、
所
有
者
名
義
変

更
の
と
き
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

「湧く泉にも水涸れあり」
どんなに湧く泉も尽きるこ
とがある、どんなに多くのも
のをもっていても無くなるこ
とがあるという、日本のこと
わざです。

パイロットマーク

お
い
し
〜
い

水
が

届
く
ま
で

ど
こ
に
あ
る
？

あ
な
た
の
家
の

水
道
メ
ー
タ
ー

こ
ん
な
時
に
は

水
道
課
に

連
絡
を

６月１日～７日　水道週間



歯磨きは、コップ３杯（約600ミリリッ

トル）で済みます。でも、水を流しっぱなしに

すると、１分間で６リ

ットルも使います。４

人家族なら、１回の歯

磨きで約20リットルも

節水できます。

洗車は、最初に軽くしぼった布で車体の汚

れを拭き、バケツに水をくんで洗うと、バケツ

３、４杯でも洗えます。流しっぱなしのホース

洗いでは、なんと、その５倍。バケツ15杯以上

の水を使うことになります。

入浴時にシャワーを出しっぱなしにする

と、１分間に約12リットルも使います。こまめ

に水を止め、水勢もほどほどに。

お風呂の残り湯も捨てずに利用しましょう。小

さな浴槽でも、約

200リットルの水

が入ります。洗濯

や掃除、水まきや

洗車などに使え

ば、かなりの節水

ができます。

●広報うんぜん
平成18年６月5

砂
漠
の
国
や
雨
季
・
乾
季
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
国
で
は
、
飲
料
水
を
運
ぶ
の
に
、
片
道
何

時
間
も
か
か
る
地
域
も
あ
る
そ
う
で
す
。
水
瓶

を
肩
に
、
１
日
の
大
半
を
水
く
み
の
た
め
に
使

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
域
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
の
は
、
あ
た

り
前
」
で
は
な
く
、「
一
滴
の
水
も
地
球
の
贈

り
物
」
で
す
。
大
切
な
水
だ
か
ら
、
一
滴
も
む

だ
に
し
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

必
要
で
す
。

「
節
水
」
と
は
、
決
し
て
難
し
い
こ
と
で

は
な
く
、「
無
駄
に
し
て
い
る
水
を
減
ら
す
こ

と
」。
大
幅
な
節
水
を
時
々
や
る
よ
り
も
、
毎

日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
節
水
す
る
こ
と
で
、
水
道
代
の
節
約
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

たとえば…
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初
の
国
立
公
園
指
定
が
結
ん
だ

「
雲
仙
」
と
「
霧
島
」

県
を
代
表
す
る
観
光
地
「
雲
仙
」

は
、
昭
和
９
年
に
「
霧
島
」、「
瀬

戸
内
海
」
と
と
も
に
日
本
で
最
初

の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
縁
を
背
景
に
、

本
市
の
旧
小
浜
町
と
鹿
児
島
県
の

旧
霧
島
町
、
牧
園
町
の
３
町
は
、

昭
和
44
年
に
観
光
姉
妹
町
の
盟
約

を
交
わ
し
、
こ
れ
ま
で
住
民
の
相

互
訪
問
や
合
同
の
観
光
宣
伝
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

合
併
に
よ
り
、
小
浜
町
は
雲
仙

市
に
、
霧
島
町
と
牧
園
町
は
昨
年

11
月
に
霧
島
市
と
な
り
ま
し
た

が
、
と
も
に
各
県
を
代
表
す
る
観

光
地
を
持
つ
新
市
「
雲
仙
市
」
と

「
霧
島
市
」
で
も
こ
う
し
た
友
好

関
係
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
、
観

光
姉
妹
の6

ち
ぎ
り7

を
交
わ
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
霧
島
市
紹
介

平
成
17
年
11
月
７
日
に
国

分
市
、
溝
辺
町
、
横
川
町
、

牧
園
町
、
霧
島
町
、
隼
人
町
、

福
山
町
の
１
市
６
町
が
合
併

し
て
誕
生
。
鹿
児
島
県
本
土

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

北
部
に
国
立
公
園
で
あ
る
霧

島
連
山
、
南
部
は
広
大
な
平

野
部
が
錦
江
湾
に
接
し
、
湾

に
浮
か
ぶ
雄
大
な
桜
島
を
望

む
と
こ
ろ
に
あ
る
。
海
、
山
、

川
、
田
園
、
温
泉
な
ど
を
有

す
る
多
彩
で
豊
か
な
地
域

で
、
人
口
約
13
万
人
、
面
積

6
0
3
・
6
7
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
大
都
市
。
人
口
は

鹿
児
島
市
に
次
ぎ
、
面
積
は

薩
摩
川
内
市
に
次
ぎ
、
い
ず

れ
も
鹿
児
島
県
内
２
番
目
。

空
港
・
鉄
道
・
高
速
道

路
・
国
道
・
港
な
ど
恵
ま
れ

た
交
通
ア
ク
セ
ス
を
最
大
限

に
活
用
し
、
基
本
理
念
で
も

あ
る
「
世
界
に
ひ
ら
く
、
人

と
自
然
・
歴
史
・
文
化
が
ふ

れ
あ
う
都
市
」
を
目
指
す
。

観光発展へ交流誓う
鹿児島県霧島市と
観光姉妹都市盟約締結

鹿児島を代表する観光都市、霧島市との

観光姉妹都市盟約の記念式典が４月27日に行われ、

両市の市長・議会議長が盟約書に署名しました。

互いの市の観光発展に向け、末永い交流を誓いま

した。

霧
島
市
か
ら
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た

U N Z E N C I T Y
豊かな大地・輝く海とふれあう人々で築くたくましい郷土

KIRISHIMA CITY
世界にひらく、人と自然・歴史・文化がふれあう都市



と
も
に
助
け
合
い

世
界
に
名
の
通
る
観
光
都
市
へ

市
役
所
横
の
吾
妻
町
ふ
る
さ
と

会
館
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ッ
ピ
を
ま
と

っ
た
両
市
の
市
長
・
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
観
光
協
会
の
代
表
者

や
ミ
ス
霧
島
、
雲
仙
湯
け
む
り
大

使
な
ど
関
係
者
約
1
2
0
人
が
出

席
。奥

村
市
長
が
「
長
年
の
交
流
の

歴
史
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。

平
成
の
大
合
併
で
と
も
に
市
と
な

っ
た
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
将
来

像
を
目
指
し
て
互
い
に
助
け
合

い
、
発
展
し
よ
う
」
と
式
辞
を
述

べ
、
両
市
長
と
市
議
会
議
長
が
盟

約
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

両
市
長
に
よ
り
市
旗
の
交
換
が
行

わ
れ
る
と
、
会
場
に
は
笑
顔
と
拍

手
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
霧
島
市
の
前
田
終
止
市

長
は
、「
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自

然
や
温
泉
、
歴
史
や
文
化
を
生
か

し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
観
光

地
づ
く
り
が
必
要
。
さ
ら
な
る
交

流
の
推
進
を
図
り
、
友
好
を
深
め

て
い
こ
う
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

最
後
に
、
本
市
の
酒
井
議
会
議
長

の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
、
姉
妹
都

市
の
提
携
式
典
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
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◆
姉
妹
都
市

文
化
交
流
や
親
善
を
目
的

と
す
る
都
市
と
都
市
の
結
び

つ
き
。
姉
妹
都
市
と
い
う
表

現
は
ア
メ
リ
カ
英
語
の

【sister
city

（
シ
ス
タ
ー
シ

テ
ィ
）】
に
由
来
す
る
。
提

携
は
市
町
村
レ
ベ
ル
に
限
定

さ
れ
ず
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
も
行
わ
れ
る
。

姉妹都市締結の調印を終え、笑顔で握手を交わす両市長と市議会議長

式典のオープニングでは、知的障害をもった若者で構成されるプロ
の和太鼓集団「瑞宝太鼓」が新曲の「雲仙」など数曲を披露。力強
く、そして心のこもった演奏に、大きな拍手がおくられました。



現地視察現地視察

自治会長との意見交換会

第３回

移
動
市
長
室
瑞  穂

↑市立大正小学校

　大正小学校の1年生と給食を一緒に
食べました。献立は、米飯、ひじきと
地元野菜の炒め煮、サワラのみりん干
しと牛乳でした。地産地消への取り組
みがなされています。

↑茶生産工場

　茶の香りが
心地よい工場
を見学。瑞穂
町茶部会長の
長田さんから
お話を伺いま
した。「雲仙
茶」としての
ブランド確立
を図る必要が
あるとのこと
でした。

↑真寿苑（介護老人保健施設）

　大野理事長らから、施設の概要の説明を受け
ました。施設介護と家庭介護についてのさまざ
まな課題などについて伺いました。

市
長
が
動
く
、

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

現地視察現地視察
　第３回目となる「移動市長室」を４月　第３回目となる「移動市長室」を４月2828

日に瑞穂町で開催しました。学校や農産加日に瑞穂町で開催しました。学校や農産加

工場などを訪問しました。工場などを訪問しました。

現地視察
　第３回目となる「移動市長室」を４月28

日に瑞穂町で開催しました。学校や農産加

工場などを訪問しました。

●広報うんぜん
平成18年６月8



↑カーネーションほ場

　「母の日」を目前に
控えたカーネーション
ほ場を見学しました。
長崎産はブランド化が
進んでいるそうですが、
最近は外国産の輸入が
拡大しており、価格が
低迷傾向にあるとのこ
とでした。また、収穫
体験などグリーンツー
リズムにも取り組んで
おられました。

↑農産加工センター

　漬け物や味噌など、農
産品を加工、販売してい
る「むつみ会」の皆さん
にお話を伺いました。販
売を促進するための方法
などについて熱心に意見
交換をしました。

→販売コーナーも常設さ
れており、一般の方も
商品を購入できます。

→九州ワコール

　海外とのコス
ト競争が厳しい中、
地域の雇用を支
えておられました。

↑瑞穂漁業協同組合

　牡蠣やアサリなどのブランド化の取り組みに
ついて話を伺いました。

　駐在所問題や自治会

の外灯などについて、

ご意見をいただきました。

　いただいたご意見に

ついては今後検討して

参ります。

移動市長室

現地視察現地視察現地視察現地視察現地視察
瑞穂町

自治会長との意見交換会自治会長との意見交換会自治会長との意見交換会

●広報うんぜん
平成18年６月9
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み
ず
ほ
E
M
ク
ラ
ブ

私
た
ち
、
み

ず
ほ
E
M
ク
ラ
ブ
は
、
美
し
く
て
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
目
標
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
15
名
程
度
で
、
活

動
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
E

M
団
子
を
海
に
埋
め
込
ん
で
貝
を
育

て
た
り
、
瑞
穂
ふ
れ
あ
い
市
場
の
家

を
借
り
て
、
そ
こ
で6

ぼ
か
し7

や

6

ぼ
か
し
団
子7

を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

太
陽
電
機

誘
致
企
業
と
し
て
昭
和

60
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
生
産
、
事

業
内
容
は
、
弱
電
流
コ
イ
ル
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い

つ
で
も
私
を
尋
ね
て
き
て
も
ら
え
れ

ば
工
場
の
中
を
案
内
し
ま
す
。

瑞
宝
太
鼓
（
愛
隣
会
）

瑞
宝
太
鼓

は
、
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
し
て
始
め
、
そ
の
後
「
太
鼓

を
仕
事
と
し
た
い
」
と
い
う
本
人
た

ち
の
希
望
で
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
か
ら
は
６
名
の
メ
ン
バ

ー
で
す
。
言
葉
で
の
表
現
が
な
か
な

か
難
し
く
実
際
に
聞
い
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

酪
農
組
合

会
員
戸
数
は
７
戸
で

す
。
今
は
生
産
調
整
が
厳
し
く
、
消

費
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
い
具

合
に
い
き
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
中
で
、

捨
て
る
牛
乳
を
ど
う
に
か
で
き
な
い

か
と
い
う
思
い
で
、
モ
ー
モ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、

20
数
年
前
に
始
め
ま
し
た
。
農
業
者

も
作
る
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
消
費
者

と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
の
消

費
拡
大
の
呼
び
か
け
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会

瑞
穂
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会
は
、
瑞
穂
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
出
荷
組
合
で
出
荷
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
３
つ
の
出
荷

組
合
に
分
か
れ
て
大
都
市
圏
の
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
、
よ

り
切
磋
琢
磨
し
て
、
よ
い
関
係
を
築

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
後

継
者
も
お
り
、
新
た
な
活
気
に
沸
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
21

雲
仙
花
祭
か
ら
の
依

頼
で
島
原
半
島
の
花
農
家
が
集
ま
っ

た
の
が
フ
ラ
ワ
ー
21
が
で
き
た
き
っ

か
け
で
す
。
雲
仙
と
連
携
し
観
光
と

農
業
を
合
わ
せ
た
、
よ
り
よ
い
道
を

探
ろ
う
と
活
動
が
続
い
て
ま
す
。
雲

仙
花
祭
の
「
雲
仙
女
将
の
花
物
語
ツ

ア
ー
」
で
は
、
観
光
客
と
女
将
さ
ん

に
収
穫
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
今

後
も
、
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
が
出
る

よ
う
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
と
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
茶
を
通
じ
て
農
業
者
と
消
費

者
の
交
流
を
図
り
、
お
互
い
に
話
し

合
い
な
が
ら
何
か
で
き
な
い
か
と
の

思
い
で
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

自
分
た
ち
の
や
り
方
で
雲
仙
市
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

現
在
34

名
の
会
員
で
す
。
総
合
検
診
時
の
体

脂
肪
測
定
、
飲
料
の
糖
分
展
示
な
ど

の
活
動
や
、
独
居
老
人
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
１
歳
か
ら
３
歳
検
診
時
の
手

作
り
お
や
つ
の
提
供
、
敬
老
会
の
弁

当
作
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

合
併
で
保
健
師
・
栄
養
士
が
私
た
ち

の
活
動
に
携
わ
る
時
間
が
少
な
く
な

る
と
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
前
向
き

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
か
よ
し
会

毎
週
、
曜
日
を
決
め
て
各
学
校
で
朝

か
ら
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

て
、
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

月
１
回
の
「
お
話
と
遊
ぼ
う
」「
春

の
図
書
ま
つ
り
」「
夏
の
夜
話
」
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
で
、
子
ど
も
た
ち
が
本
の
中
か
ら

こ
れ
か
ら
の
生
活
、
楽
し
み
、
生
き

方
を
考
え
る
の
に
役
に
立
て
た
ら
な

と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
21

雲
仙
市
の
花
が
ツ
ツ

ジ
、
木
が
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
に
決
ま
り
ま

し
た
。
雲
仙
市
に
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
や
バ
ラ
な
ど
の
切
花
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
月
々
の
市
の
花
を
決

め
て
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
あ
た
り
に

お
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

奥
村
市
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
き
れ
い
で
す
」
と

か
、「
今
ど
こ
ど
こ
の
花
が
咲
い
て

ま
す
」、「
今
出
荷
時
期
で
す
」
と
か
、

ま
ず
そ
こ
か
ら
始
め
て
み
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

奥
村
市
長

農
業
に
対
し
て
皆
さ
ん

が
厳
し
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
農
業
に
携
わ
る
人
た
ち

か
ら
、
自
立
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
行
政
が
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
農
業
以
外
の
こ
と
も
含
め

て
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
、
町
お
こ
し
、
あ
る
い
は
地
域

活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
何
か
、

自
立
に
つ
な
が
っ
た
り
、
あ
る
い
は

雇
用
機
会
を
増
や
し
た
り
、
あ
る
い

は
自
分
は
こ
れ
で
何
と
か
生
活
の
道

を
確
保
し
て
い
け
る
と
い
う
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会

今
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
し
て
雲
仙
市

に
な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、
全
国
に

名
の
知
れ
た
雲
仙
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

名
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略
を
考
え

て
い
っ
た
ら
ど
う
か
な
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
か
ら
の
雲
仙
市
っ
て

い
う
１
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な

る
人
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
、
リ

ー
ダ
ー
養
成
も
今
後
展
開
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
市
長

リ
ー
ダ
ー
養
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
組
織
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う

い
う
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
、

あ
る
い
は
、
ど
う
い
う
産
業
形
態
を

作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
未
来

に
対
し
て
構
築
し
て
い
け
る
よ
う
な

瑞穂町で活動されているボランティア団体などとの意
見交換を行い、市民と協働による「まちづくり」を模
索するとともに、地域づくりの気運を全市的に展開す
ることを目的に実施されました。

移動市長室

意見交換会意見交換会
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人
た
ち
を
広
く
求
め
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
、
現
地
視
察
を
し
た

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
農
家
か
ら

は
、
市
場
信
頼
性
が
高
い
長
崎
の
中

で
も
特
に
こ
の
雲
仙
市
が
高
い
と
聞

き
ま
し
た
。そ
う
い
う
こ
と
か
ら
も
、

雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
必
ず
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ず
ほ
E
M
ク
ラ
ブ

ブ
ラ
ン
ド
の

話
が
出
ま
し
た
け
ど
、「
無
農
薬
の

野
菜
は
ど
こ
に
売
っ
て
る
ん
で
す

か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考

え
た
う
え
で
、
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
の

も
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

瑞
宝
太
鼓
（
愛
隣
会
）

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
、

お
年
寄
り
が
そ
う
い
う
施
設
を
利
用

さ
れ
て
い
る
。
今
、
大
き
く
制
度
も

変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
今
か
ら
ま
た

見
え
て
く
る
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の
福
祉

計
画
を
、
ど
の
程
度
さ
れ
て
る
の
か

な
と
い
う
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

奥
村
市
長

現
状
を
き
ち
っ
と
把
握

す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
し
ま
し
て
も
、
島
原
半
島
は
、
全

国
的
に
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置

数
は
多
い
ん
で
す
が
、
こ
の
福
祉
先

進
地
域
で
あ
る
島
原
半
島
の
中
で

も
、
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
が
本
当

に
妥
当
な
数
字
な
の
か
、
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、
自
立
支
援
法
も
入
っ
て

き
ま
す
。
島
原
半
島
の
今
後
の
推
移

と
か
、
財
政
の
問
題
を
含
め
て
、
少

し
時
間
を
か
け
な
が
ら
、
長
期
的
な

計
画
っ
て
い
う
の
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
太
鼓
（
愛
隣
会
）

子
ど
も
に

し
ろ
お
年
寄
り
に
し
ろ
、
人
間
相
手

で
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
人
間
中
心
に

安
心
と
い
う
雲
仙
市
の
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
て
い
く
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

児
童
図
書

「
か
ぼ
ち
ゃ
ニ
コ
ニ
コ
文
庫
」
と
い

う
の
を
作
っ
て
、
活
動
内
容
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
早
速
千
々
石
の
ほ
う

か
ら
、
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

た
ら
、
要
請
を
し
た
人
、
学
校
の
方
、

皆
さ
ん
か
ら
子
ど
も
の
顔
が
生
き
生

き
し
て
い
る
と
の
反
響
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
、
全
市

的
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な
っ

て
思
う
ん
で
す
。

奥
村
市
長

行
政
が
考
え
る
と
、
ど

う
し
て
も
形
式
的
に
な
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
あ
る
程
度
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
あ
っ

て
行
政
が
後
押
し
で
き
る
か
応
援
で

き
る
か
と
い
う
部
分
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

私
た
ち
と
同

様
、
他
の
地
域
に
も
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
話
が
去
年
か

ら
出
て
お
り
、
今
年
か
ら
、
雲
仙
市

の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
横
の
つ
な
が

り
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
強
固
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

瑞
宝
太
鼓
（
愛
隣
会
）

我
々
も
太

鼓
を
通
じ
て
と
か
、
瑞
穂
に
あ
る
資

源
を
使
っ
て
、
で
き
る
限
り
子
ど
も

を
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

そ
う
い
う
昔
な
が
ら
の
、
続
い
て
き

た
伝
統
的
な
も
の
の
良
さ
っ
て
い
う

も
の
を
発
見
で
き
、
子
ど
も
が
学
ん

で
い
け
る
よ
う
な
環
境
っ
て
い
う
の

が
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会

先
日
、

雲
仙
市
の
町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
た
と
き
に
思
っ
た
ん
で
す
が
、
あ

あ
い
う
場
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
、
意

見
の
交
換
を
し
て
い
っ
た
方
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

奥
村
市
長

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
。
同
じ
よ
う
な
考

え
方
の
人
た
ち
ば
っ
か
り
集
ま
っ
て

も
、
お
も
し
ろ
く
も
な
い
で
す
よ
。

例
え
ば
自
分
と
違
う
意
見
の
人
た

ち
、
自
分
と
立
場
が
違
う
人
た
ち
の

意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
あ
っ
て
、
そ

の
話
を
す
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
。

酪
農
組
合

今
日
は
異
業
種
の
方
の

い
ろ
ん
な
お
話
を
聞
い
て
、
本
当
、

自
分
の
考
え
て
な
い
こ
と
を
聞
け
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
度
は
、

専
門
的
な
分
野
で
の
話
し
合
い
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
時
間

が
取
れ
た
ら
で
す
け
ど
。

奥
村
市
長

こ
う
や
っ
て
移
動
市
長

室
を
し
て
ま
す
け
ど
も
、
こ
う
い
う

テ
ー
マ
で
議
論
、
話
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
は
出
向
き
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。
決
し
て
こ
の
会

で
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
は
思
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
一
つ
の
発
端

で
あ
り
ま
す
し
、
始
ま
り
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の
市
政

の
運
営
、そ
し
て
皆
さ
ん
の
考
え
を
、

市
政
に
き
ち
っ
と
反
映
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
だ
け
は
作
っ
て
い
く
つ

も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
夢
と
未
来

に
向
か
っ
て
の
前
向
き
な
姿
勢
を
こ

の
雲
仙
市
に
住
む
全
て
の
人
に
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
一
生
懸
命
、
職
員
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
努
力
を
重
ね
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

移動市長室（意見交換会）出席者
○図書ボランティアなかよし会（高田宣子さん、梅
澤幸恵さん）○食生活改善推進員　みずほ会（島田
マスヨさん、金子恵子さん）○瑞穂町青年農業者連
絡協議会（上田智哉さん、長田篤史さん）○フラワ
ー21（東康敬さん）○瑞穂町酪農組合（宮本貞治郎
さん）○瑞宝太鼓（福岡心治朗さん、岩本友広さん、
桜田敏孝さん）○太陽電機瑞穂工場（柿田芳光さん）
○みずほEMクラブ（益田和子さん、上村誠さん）
○瑞穂カーネーション部会（馬場正雄さん、浜塚敏
さん）
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赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

【
午
前
】

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
受
付
／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
）

場
所

地
区
ご
と
に
設
定
し
ま
す

内
容

身
体
測
定
／
栄
養
相
談
／
育
児
相

談対
象
者

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
。
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
が

い
る
方
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

【
午
後
】

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
30
分
〜
１
時

45
分
）

場
所

地
区
ご
と
に
設
定
し
ま
す

内
容

・
母
子
保
健
事
業
の
説
明

・
予
防
接
種
の
説
明

・
身
体
測
定
／
栄
養
相
談
／
育
児

相
談

対
象
者

３
か
月
児
　
※
対
象
者
に
は
通
知

を
し
ま
す
。

離
乳
食
作
り
教
室

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
受
付
／
午
前
９
時
30
分
〜
９
時

45
分
）

場
所

偶
数
月
…
瑞
穂
町

奇
数
月
…
小
浜
町

内
容

離
乳
食
調
理
実
習
／
試
食
／
栄
養

相
談
な
ど

対
象
者

５
か
月
〜
15
か
月
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

１
歳
６
か
月
児
健
康

診
査

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
15

分場
所

地
区
ご
と
に
設
定
し
ま
す

内
容

身
体
測
定
／
尿
検
査
／
内
科
診

察
／
歯
科
診
察
／
栄
養
相
談
／
育

児
相
談
な
ど

対
象
者

概
ね
１
歳
６
か
月
児
〜
８
か
月
児

※
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
。

２
歳
児
親
子
歯
科
検
診

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
15

分内
容

歯
科
診
察
（
親
子
）
／
歯
み
が
き

指
導
／
育
児
相
談
な
ど

対
象
者

概
ね
２
歳
６
か
月
児
〜
８
か
月
児

※
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
。

３
歳
児
健
康
診
査

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
15

分場
所

地
区
ご
と
に
設
定
し
ま
す

内
容

身
体
測
定
／
尿
検
査
／
内
科
診

察
／
歯
科
診
察
／
栄
養
相
談
／
育

児
相
談
／
ア
イ
テ
ス
ト
な
ど

対
象
者

概
ね
３
歳
６
か
月
児
〜
８
か
月
児

※
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
。

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問

妊
娠
中
の
方
や
出
産
後
の
お
母

さ
ん
の
お
宅
へ
、
市
の
保
健
師
ま

た
は
訪
問
指
導
員
（
助
産
師
な
ど
）

が
お
伺
い
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

妊
婦
訪
問

対
象
者

・
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

そ
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
保
健

指
導
を
要
す
る
方
（
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
重
度
貧
血
な
ど
）

・
初
回
妊
娠
（
特
に
高
齢
・
若
年

初
回
妊
娠
）

・
未
熟
児
な
ど
の
出
産
経
験
の
あ

る
方

・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
不
安
を

も
つ
方
な
ど

料
金

無
料

産
婦
・
新
生
児
訪
問

対
象
者

原
則
と
し
て
生
後
28
日
以
内
の
第

１
子

訪
問
指
導
員
（
助
産
師
等
）
が
出

生
後
連
絡
し
、
お
伺
い
し
ま
す
。

里
帰
り
な
ど
で
訪
問
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
生
後
２
か
月
ま
で
対
象

と
な
り
ま
す
。
市
内
で
あ
れ
ば
、
里

帰
り
先
へ
の
訪
問
も
可
能
で
す
。

料
金

無
料

雲
仙
市
母
子
保
健
事
業

出
産
・
育
児
。

母
親
と
子
ど
も
の

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
で
は
妊
娠
中
、
出
産
後
、
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
親
子
の
健
康
づ
く

り
を
、
各
種
健
診
や
相
談
・
教
室
を
通
じ
て
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
実
施
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

パ
パ
マ
マ
教
室

時
間

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
／
午
後
１
時
〜
１
時
15
分
）

場
所

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階
　
多
目
的
研
修
室

対
象
者

妊
娠
中
の
方
と
、
そ
の
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
※
妊
娠
中
期
（
16
週
以
降
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
）

参
加
申
し
込
み

参
加
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

パート４ パート３ パート２ パート１
プ
レ
マ
マ

プ
レ
マ
マ

パ
パ
マ
マ

パ
パ
マ
マ
出
産
と
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備

赤
ち
ゃ
ん
と
子
育
て
に
つ
い
て

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
実
習

※
実
際
に
お
風
呂
に
入
れ
る
方
の
参
加
大
歓

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
つ
い
て

プ
レ
パ
パ
妊
婦
体
験
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ト
レ
ッ
チ
（
妊
婦
体
操
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で

妊
娠
中
の
歯
の
手
入
れ

妊
娠
中
の
お
っ
ぱ
い
の
手
入
れ

出
産
の
経
過
に
つ
い
て

妊
娠
中
の
食
事
・
調
理
実
習

妊
娠
中
の
過
ご
し
方

※
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
を
お
忘
れ
な
く

７
月
29
日（
土
）

11
月
18
日（
土
）

３
月
17
日（
土
）

６
月
17
日（
土
）

10
月
21
日（
土
）

２
月
17
日（
土
）

９
月
28
日（
木
）

２
月
17
日（
土
）

８
月
31
日（
木
）

12
月
21
日（
木
）

対
象
者

内
　
　
　
容

開
催
日

※
パ
ー
ト
１
、
パ
ー
ト
２
は
、
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

※
パ
ー
ト
３
、
パ
ー
ト
４
は
、
パ
パ
マ
マ
を
対
象
し
た
教
室
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
妊
婦
さ
ん
お
一
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
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（６月・７月）

・予約はいりません。時間内に直接会場へお
越しください。
・「健康手帳」をお持ちの方はご持参ください。
・相談のほか、血圧測定、体脂肪測定、尿検
査などもできます（会場によってはできな
い検査もあります）。

開催月日

６月５日（月）

６月12日（月）

６月19日（月）

７月３日（月）

７月10日（月）

７月18日（火）

場　　所

国見総合支所市民生活課
愛野保健福祉センター
南串山総合支所市民生活課

瑞穂総合支所市民生活課
小浜総合支所市民生活課

吾妻保健センター
千々石保健センター

国見総合支所市民生活課
愛野保健福祉センター
南串山総合支所市民生活課

瑞穂総合支所市民生活課
小浜総合支所市民生活課

吾妻保健センター
千々石保健センター

●雲仙市母子保健事業についてのお問い合わせは…
雲仙市健康福祉部　健康づくり課　保健師　10957-36-2500

または、各総合支所　市民生活課　保健師（吾妻町は福祉課　保健師）

ポリオワクチンの
接種について

厚生省の調査によると、昭和50年
から52年に生まれた年齢層は、ポリ
オに対する免疫があるかどうかを示
す抗体の保有率が他の年齢層に比べ
て低いことがわかりました。
これらの年齢層の方がポリオ患者

発生国に渡航するとき、ご家族がポ
リオの予防接種を受けるときには、
ポリオの追加予防接種を受けること
をお勧めします。

◎接種は乳幼児の集団接種と一緒に
行いますので、対象者で接種を希望
される方は、事前の申し込みと市役
所に備え付けてある同意書が必要に
なります。
不明な点は、お気軽にお問い合わ

せください。

歯周病予防健診を受けませんか

80歳まで20本の歯を目標に歯周病
予防健診を行います。人生を豊かに送
るために歯を健康に保ちましょう。

対象者 雲仙市に住所を有する40歳以
上の方　＊現在治療中の方は除きま
す。
（40歳・50歳・60歳・70歳の節目の方
を優先します）※年齢は平成19年3月
31日現在
健診の自己負担 700円
健診内容 歯周病予防検査／う触（虫
歯）検査／口腔衛生指導（健診後2回
の指導）

募集人員 130人
募集期間 6月1日～6月20日
実施期間 7月15日～12月28日
実施医療機関 雲仙市内の島原南高歯
科医師会の医療機関

申込方法 各総合支所市民生活課・福
祉事務所健康づくり課（吾妻町は福祉
班）に申込み用紙がありますのでお申
し込み下さい。希望者が定員を上回っ
た場合には抽選で決めさせていただき
ますので、ご了承下さい。

６月の健診（検診）予定カレンダー

基本健康
診査・大腸
がん検診・
前立腺がん
検診・胸部
レントゲン

胃がん検診

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗鬆症検診

40歳以上の
市民

40歳以上の
市民

20歳以上の
女性市民
40歳以上の
女性市民

 6 月 6 日（火）
 6 月 7 日（水）
 6 月14日（水）
 6 月20日（火）
 6 月21日（水）
 6 月27日（火）
 6 月28日（水）
 6 月 1 日（木）
 6 月 2 日（金）
 6 月 8 日（木）
 6 月 9 日（金）
 6 月12日（月）
 6 月15日（木）
 6 月16日（金）
 6 月27日（火）
 6 月28日（水）

 6 月 9 日（金）
 

 6 月23日（金）

午後1時～3時

午前9時～11時

午前8時～8時40分

午後1時～1時40分

午前8時～8時40分

午後1時～1時40分

小浜老人福祉センター
小浜町南本町公民館
小浜町南本町公民館
小浜老人福祉センター
南串山保健福祉センター
南串山保健福祉センター
南串山保健福祉センター
小浜町南本町公民館
小浜町やまびこ会館
小浜町南本町公民館
小浜町南本町公民館
小浜町南本町公民館
小浜町南本町公民館
千々石保健センター
千々石保健センター
千々石保健センター

千々石保健センター

小浜町南本町公民館40・45・50・55・60・65・
70歳の女性市民

会　　場受付時間実施日対象者健診名

歯周病予防健診のお知らせ

歯科検診を実施する歯科医療機関
（島原・南高歯科医師会）

堺歯科医院
徳永歯科医院
医療法人小嶺歯科医院
医療法人社団瑞穂歯科医院
医療法人征友会ねぎ歯科医院
土井歯科クリニック
朝永歯科医院
寺田歯科医院
田口歯科医院
畑中歯科医院
城代歯科医院
天野歯科医院
永田歯科医院
菊池歯科医院
副島歯科医院
萩尾歯科医院
津田歯科医院
広田歯科医院
馬場歯科医院

国 見 町
国 見 町
国 見 町
瑞 穂 町
瑞 穂 町
吾 妻 町
吾 妻 町
愛 野 町
愛 野 町
愛 野 町
千々石町
千々石町
千々石町
小 浜 町
小 浜 町
小 浜 町
小 浜 町
南串山町
南串山町

予防接種のお知らせ

歯周病って？
歯周病（歯槽膿漏）は大きく「歯肉炎」と「歯周炎」に分けられます。日
本人の場合、歯肉炎は10～20代ですでに60％の方がかかっているといわれ、
50代でおよそ80％の方がかかっているといわれている歯の病気です。歯槽
膿漏の言葉の由来は歯ぐきの中で歯の根っこを支えている歯槽骨のあたり
から、膿が漏れ出してくることから、一般的にはそう呼ばれています。歯
の病気ではなく、歯の周りの〈歯ぐき〉の病気です。

うみ



募
集
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

「
遊
学
の
里
く
に
み
」
管
理
業
務

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
10
時
ま
で
の
う

ち
８
時
間
（
週
休
２
日
お
よ
び
休

日
相
当
数
は
休
み
）

主
な
勤
務
内
容

清
掃
・
接
客
等
業
務
お
よ
び
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
運
転

休
暇

年
次
休
暇
（
７
日
間
）

委
託
金
額
等

月
額
12
万
４
3
0
0
円
（
社
会
保

険
・
雇
用
保
険
あ
り
）

雇
用
期
間

平
成
18
年
７
月
15
日

〜
平
成
19
年
３
月
31
日

応
募
資
格

①
雲
仙
市
在
住
者
で
大
型
免
許
を

お
持
ち
の
人

②
20
歳
以
上
65
歳
以
下
で
、
心
身

共
に
健
康
で
明
朗
な
人

申
込
み
期
限

平
成
18
年
６
月
16
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で

申
し
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、「
遊
学
の
館
」
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

国
見
総
合
運
動
公
園
（
遊
学
の
里

く
に
み
）
予
約
受
付
時
間
の
変
更

に
つ
い
て

「
遊
学
の
里
く
に
み
」
の
予
約

受
付
時
間
が
左
記
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
休
館
日

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

●
遊
学
の
館

1
0
9
5
7
（
78
）
3
3
4
4

遊 学 の 館◎

「遊学の館」委託職員
募集・お知らせ

企　画　課◎

登録統計調査員制度の
お知らせ

●広報うんぜん
平成18年６月14

統
計
調
査
員
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

登
録
統
計
調
査
員
制
度
と
は

各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る

と
き
に
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る

方
（
登
録
統
計
調
査
員
）
へ
調
査

を
依
頼
し
、
優
先
的
に
統
計
調
査

員
の
仕
事
を
案
内
す
る
制
度
で

す
。
雲
仙
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

の
登
録
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

登
録
統
計
調
査
員
の
申
込
方
法

「
登
録
統
計
調
査
員
希
望
者
申

込
書
」（
申
込
書
は
市
役
所
企
画

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管
理
課
に

設
置
し
て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
市
役
所
企
画
課
広
報

統
計
班
へ
直
接
持
参
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
随
時
受
付
）。

登
録
期
間
は
５
年
間
で
す
。

登
録
の
資
格
要
件

①
雲
仙
市
に
在
住
す
る
満
20
歳
以

上
の
人

②
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
人

③
統
計
に
関
し
、
理
解
と
熱
意
を

有
し
、
様
式
に
記
入
す
る
能
力

が
あ
り
忠
実
か
つ
責
任
を
も
っ

て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

④
警
察
・
税
務
ま
た
は
選
挙
、
調

査
対
象
に
直
接
関
係
な
い
人

⑤
市
内
に
お
い
て
、
自
家
用
車
で

の
移
動
手
段
が
確
保
で
き
、
会

議
な
ど
に
参
加
で
き
る
人

⑥
そ
の
他
、
調
査
員
と
し
て
適
格

と
認
め
ら
れ
る
人

統
計
調
査
員
の
主
な
仕
事

説
明
会
へ
の
出
席
…
調
査
の
前
に

指
定
さ
れ
た
会
場
で
、
調
査
の
内

容
や
調
査
員
業
務
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
す
。

調
査
の
準
備
…
調
査
区
地
図
を
み

て
、
担
当
地
域
・
調
査
対
象
の
確

認
を
し
、
必
要
事
項
を
書
類
に
書

く
な
ど
統
計
調
査
の
準
備
を
し
ま

す
。

調
査
票
の
配
布
と
回
収
…
調
査
対

象
を
訪
問
し
、
記
入
を
依
頼
し
ま

す
。
調
査
基
準
日
以
降
に
再
度
訪

問
し
、
調
査
票
の
回
収
や
記
入
内

容
を
確
認
し
ま
す
。

調
査
書
類
の
点
検
と
提
出
…
調
査

票
や
調
査
区
要
図
・
調
査
地
図
を

点
検
し
、
市
役
所
ま
た
は
指
導
員

へ
提
出
、
審
査
を
受
け
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
調
査
対
象
に
再
度

確
認
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
報
酬
は
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

研
修長

崎
県
が
行
う
登
録
統
計
調
査

員
研
修
会
が
、
数
年
に
１
回
程
度

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
広
報
統
計
班



市からのお知らせ
問い合わせ
●市役所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111 ● 小浜総合支所 74－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111 ● 南串山総合支所 88－3111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001

生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
費
補

助
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

燃
え
る
ご
み
の
中
で
、
一
番
重

い
の
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
の

水
気
を
十
分
に
切
っ
て
出
せ
ば
、

排
出
す
る
際
に
も
軽
く
、
市
の
ご

み
の
減
量
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
生
ご
み
は
水
気
を
よ
く
切
っ

て
出
す
よ
う
に
、
市
民
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を

進
め
る
た
め
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
や
生
ご
み
処
理
器
を
購
入
さ
れ

る
際
の
補
助
制
度
を
制
定
し
て
い

ま
す
。

そ
の
受
付
を
６
月
16
日
（
金
）

か
ら
始
め
ま
す
。
な
お
、
希
望
者

が
多
数
の
と
き
は
、
予
算
内
で
の

対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
各
総
合
支
所
　
市
民
生
活
課

●
環
境
政
策
課
　
環
境
班

融
資
限
度
額

1
0
0
万
円

返
済
期
間

最
高
５
年
間
60
回

利
率

毎
年
度
４
月
１
日
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
＋
0
・
3
％

（
今
年
度
の
利
率
は
2
・
4
％
。

返
済
後
に
全
て
お
返
し
し
ま
す
）

対
象
地
区

雲
仙
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

地
区
／
千
々
石
公
共
下
水
道
地

区
／
愛
野
農
業
集
落
排
水
地
区
／

愛
野
小
規
模
集
合
排
水
地
区
／
吾

妻
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
地

区
／
吾
妻
浄
化
槽
地
区

融
資
対
象
と
な
る
期
間

・
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
の
供

用
開
始
地
区
…
供
用
開
始
公
示

日

か
ら
５
年
間

・
平
成
18
年
３
月
31
日
以
前
の
供

用
開
始
地
区
…
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で

取
扱
金
融
機
関

・
島
原
雲
仙
農
業
協
同
組
合

・
㈱
十
八
銀
行

・
㈱
親
和
銀
行

・
橘
湾
東
部
漁
業
協
同
組
合

資
格
者

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

①
自
己
資
金
の
み
で
は
、
改
造
工

事
費
用
の
負
担
が
困
難
な
人

②
建
築
物
の
所
有
者
又
は
改
造
工

事
に
つ
い
て
、
当
該
建
築
物
の

所
有
者
の
同
意
を
得
た
使
用
者

③
融
資
を
受
け
た
資
金
の
返
済
に

つ
い
て
返
済
能
力
を
有
す
る
人

④
市
税
や
、
下
水
道
使
用
料
、
そ

の
他
の
負
担
金
や
分
担
金
の
滞

納
が
な
い
人

⑤
連
帯
保
証
人
１
名
を
有
す
る
人

連
帯
保
証
人
の
条
件
　
次
の
①
と

②
の
条
件
を
満
た
す
人

①
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

（
学
生
を
除
く
）
で
、
市
税
を

完
納
し
て
い
る
人

②
融
資
を
受
け
た
資
金
の
返
済
に

つ
い
て
保
証
能
力
を
有
す
る
人

申
請
時
の
提
出
書
類

①
融
資
あ
っ
せ
ん
の
申
請
書

②
申
請
者
と
連
帯
保
証
人
の
市
税

納
税
証
明
書
と
印
鑑
登
録
証
明

書

問
い
合
わ
せ

●
下
水
道
課
　
下
水
道
管
理
班

下 水 道 課◎

下水道接続工事に融資制度の
ご利用ができます

環境政策課◎

生ごみは水気をよく
切って出しましょう

●広報うんぜん
平成18年６月15

区
　
分 

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

生
ご
み
処
理
機

（
電
気
等
を
利
用
す
る
も
の
）

補
助
の

対
　
象

補
助
金
額

必
要
書
類

申
請
時
に
見
積
書
・
仕
様
書
が
必
要
に
な
り
ま
す

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世

帯
。
１
世
帯
２
個
ま
で
。

購
入
金
額
の
半
額
以
内

（
１
個
に
つ
き
５
千
円
を
限

度
と
す
る
）

購
入
金
額
の
半
額
以
内

（
１
台
に
つ
き
２
万
円
を

限
度
と
す
る
）

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
。

１
世
帯
１
台
ま
で
。

【融資例】
借入額60万円、返済回数60回、利率2.4％の場合
　　借入額 600,000円
　　利　息 37,260円

　　返済総額 637,260円
　  （毎月の返済額 10,621円 ）

・借入対象となる額は、宅内の排水設備改造費
およびトイレの改造費（大工手間等）です。
・返済回数は自由に設定可能（最高60回）です。
・利息は返済完了後、市から利用者の方に返還
いたします。



７
月
か
ら「
国
民
年
金
保
険
料
」

の
免
除
制
度
が
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
１
万
3

8
6
0
円
（
平
成
18
年
度
）
で
す

が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申

請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
免
除
制
度

こ
れ
ま
で
の
免
除
制
度
に
は

「
全
額
免
除
」
と
「
半
額
免
除
」

の
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
７
月
か
ら
新
た
に
「
４
分
の

１
納
付
制
度
」
と
「
４
分
の
３
納

付
制
度
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
す
る
に

は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
基

準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

・
４
分
の
１
納
付
　
3
4
7
0
円

・
４
分
の
３
納
付
　
１
万
4
0
0

円
免
除
期
間
の
取
扱

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
の
際

に
国
庫
負
担
に
相
当
す
る
額
が
年

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
と

き
の
受
給
資
格
の
期
間
に
も
含
ま

れ
る
の
で
安
心
で
す
。

た
だ
し
、
一
部
納
付
制
度
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
が
、
定
め
ら
れ

た
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
一

部
免
除
が
無
効
に
な
り
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
は
含
ま
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
保
険
料
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
免
除
制
度

こ
の
他
に
も
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」→

30
歳
未
満
の
人
の
保

険
料
納
付
が
猶
予
（
所
得
審
査
有

り
）「
学
生
納
付
特
例
制
度
」→

学
生
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
（
所

得
審
査
有
り
）「
法
定
免
除
」→

障
害
年
金
受
給
者
や
生
活
保
護
者

の
保
険
料
が
免
除
、
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

追
納
も
で
き
ま
す

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な

く
な
ら
な
い
よ
う
、
猶
予
さ
れ
た

保
険
料
は
10
年
以
内
に
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
経

過
年
数
に
応
じ
て
一
定
の
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
　
国
民

年
金
課

1
0
9
5
7
（
25
）
1
6
6
1

●
保
険
年
金
課
　
国
保
年
金
班

雲
仙
市
消
費
生
活
地
域
相
談
員

を
紹
介
し
ま
す

市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
お
よ

び
向
上
を
図
る
た
め
、
消
費
生
活

地
域
相
談
員
を
設
置
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
市
を
目
指
し
活
動
さ
れ

る
消
費
生
活
地
域
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。

悪
徳
商
法
の
被
害
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
方
法
な
ど
、
身
近
な

消
費
生
活
や
契
約
に
か
か
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
で
き

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
口
に
入
れ
な
い
で
（
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
へ
）

金
属
製
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
に
は

鉛
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
鉛
は
脳
障
害
、
神
経
系
へ

の
影
響
な
ど
に
強
い
毒
性
を
有
し

ま
す
が
、
成
人
に
比
べ
乳
幼
児
へ

の
影
響
が
特
に
顕
著
で
す
。

金
属
製
商
品
を
乳
幼
児
や
お
子

さ
ま
が
口
に
く
わ
え
た
り
、
な
め

た
り
、
ま
た
誤
っ
て
飲
み
込
む
な

ど
す
る
と
鉛
を
摂
取
し
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

保
管
・
使
用
に
は
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
市
民
課
　
総
務
班

保険年金課◎

免除制度が利用しやすく
なります

市　民　課◎

消費生活や契約について
お困りのときは

●広報うんぜん
平成18年６月16

野田　博文（ノダヒロフミ）
雲仙市吾妻町本村名191－1
10957（38）6390

川田　健一（カワダケンイチ）
雲仙市国見町土黒丙302
10957（78）5124

■雲仙市消費生活地域相談員

（敬称略）



●広報うんぜん
平成18年６月17

平成18年度

雲仙市納税カレンダー
「あなたの納税で　あかるい　ゆたかな　街づくり」

納付月 税金の種類

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

軽自動車税

固定資産税（第１期）

市県民税（第１期）

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第１期）
市県民税（第２期）
国民健康保険税（第２期）

国民健康保険税（第３期）

市県民税（第３期）
国民健康保険税（第４期）

国民健康保険税（第５期）

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
市県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
固定資産税（第４期）
国民健康保険税（第８期）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

※納期限は各月の末日です。ただし12月は25日（月）です。
※納期限が土曜日・日曜日・祝祭日にあたるときは、その翌日になります。
※口座振替利用者の口座からの引き落とし日は、各納期の末日です。

雲仙市税務課　　10957（38）3111
このページは税の納期を確認する保存用として、目に付きやすいところに貼るなどご利用ください。

納　　　期

 ５月 １日 （月）

 ５月 31日 （水）

 ６月 30日 （金）

 ７月 31日 （月）

 ８月 31日 （木）

 10月 ２日 （月）

 10月 31日 （火）

 11月 30日 （木）

 12月 25日 （月）

 １月 31日 （水）

 ２月 28日 （水）

平成18年
 ４月15日 （土）

 ５月15日 （月）

 ６月15日 （木）

 ７月15日 （土）

 ８月15日 （火）

 ９月15日 （金）

 10月15日 （日）

 11月15日 （水）

 12月15日 （金）

平成19年
 １月15日 （月）

 ２月15日 （木）



●広報うんぜん
平成18年６月18

①
５
月
に
申
請
を
さ
れ
た
と
き

（
５
月
５
日
以
降
６
月
５
日
ま
で

に
金
融
機
関
か
ら
税
務
課
に
口
座

振
替
申
請
が
届
い
た
と
き
）

・
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
第

１
期
分
が
窓
口
納
め
に
な
り
ま

す
。
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
は
口
座
振
替
に
な
り
ま

す
。

固
定
資
産
税
２
〜
４
期

分
を
窓
口
で
納
付
し
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
６
月
に
申
請
さ
れ
た
と
き

（
６
月
５
日
以
降
７
月
５
日
ま
で

に
金
融
機
関
か
ら
税
務
課
に
口
座

振
替
申
請
が
届
い
た
と
き
）

・
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
第

１
期
分
、
市
県
民
税
第
１
期
分

が
窓
口
納
め
に
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
は
口
座
振
替
に

な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
２
〜
４
期

分
、
市
県
民
税
２
〜
４
期
分
、

を
窓
口
で
納
め
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

③
７
月
に
申
請
さ
れ
た
と
き

（
７
月
５
日
以
降
８
月
５
日
ま
で

に
金
融
機
関
か
ら
税
務
課
に
口
座

振
替
申
請
が
届
い
た
と
き
）

・
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
第

２
期
分
、
市
県
民
税
第
１
期
分

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
分
が

窓
口
納
め
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
３
〜
４
期

分
、
市
県
民
税
２
〜
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
２
期
〜
８
期

分
を
窓
口
で
納
め
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
に
も
ご
注
意
を

口
座
振
替
で
の
納
付
は
、
原
則

口
座
振
替
の
申
請
を
し
た
翌
月
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
６
月
に
申
請
を
し
た

場
合
に
は
７
月
以
降
の
税
金
が
口

座
納
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
６
月

末
が
納
期
の
市
県
民
税
第
１
期
は

窓
口
納
付
と
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
納
め
忘
れ
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
税
務
課
　
管
理
納
税
班

注
意

注
意

注
意

個
人
住
民
税
が
改
正

さ
れ
、
平
成
18
年
度

か
ら
次
の
項
目
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

■
定
率
減
税
の
見
直
し

平
成
18
年
度
は
定
率
減

税
が
２
分
の
１
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

↓※
平
成
19
年
度
は
廃
止

■
妻
に
対
す
る
均
等
割
非
課
税

措
置
が
廃
止

市
県
民
税
が
均
等
割
の
夫
と

生
計
が
同
じ
妻
で
、
住
所
が
同

じ
市
内
の
場
合
は
均
等
割
が
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

定
の
所
得
が
あ
れ
ば
均
等
割
４

千
円（
市
民
税
…
３
千
円
、県
民

税
…
千
円
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
老
年
者
控
除
の
廃
止

年
齢
が
65
歳
以
上
の
方
が
受

け
て
い
た
老
年
者
控
除
（
48
万

円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
的
年
金
控
除
額
の
見
直
し

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金

収
入
額
に
応
じ
て
控
除
で
き
る

公
的
年
金
控
除
額
が
表
①
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
65
歳
未
満
の
方
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
老
年
者
（
65
歳
以
上
）
に
対

す
る
非
課
税
措
置
の
廃
止

年
齢
が
65
歳
以
上
の
方
で
、
前

年
の
合
計
所
得
が
1
2
5
万
円
以

下
の
方
に
適
用

さ
れ
る
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
た

だ
し
、
平
成
17

年
１
月
１
日
現

在
65
歳
以
上
の

方
で
前
年
の
所

得
が
、
1
2
5

万
円
以
下
の
方

に
は
表
②
の
と

お
り
経
過
措
置

が
適
用
さ
れ
ま

す
。

■
個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度

額
の
見
直
し

平
成
18
年
度
以
降
の
住
民
税
の

均
等
割
お
よ
び
所
得
割
の
非
課
税

限
度
額
が
表
③
・
④
の
と
お
り
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

計　算　式

（A）－120万円
※（A）が120万円以下
の場合、所得額は０
（A）×0.75
 －37万5千円
（A）×0.85
 －78万5千円
（A）×0.95－155万5千円

計　算　式

（A）－140万円
※（A）が140万円以下
の場合、所得額は０
（A）×0.75－75万円

（A）×0.85
 －121万円
（A）×0.95－203万円

公的年金収入
金額（A）
330万円未満

330万円以上
410万円未満
410万円以上
770万円未満
770万円以上

公的年金収入
金額（A）
260万円未満

260万円以上
460万円未満
460万円以上
820万円未満
820万円以上

平 成 1 8 年 度

平 成 1 7 年 度

平
成
17
年
度

所
得
割
額
の
15
％
相
当

額
（
上
限
４
万
円
）

平
成
18
年
度

所
得
割
額
の
7
・
5
％

相
当
額
（
上
限
２
万
円
）

表③　均等割の非課税限度額

表④　所得割の非課税限度額

※加算額は、控除対象配偶者または扶養親族を有する場合のみ加算

所得金額≦28万円×（１＋控除対象配偶者およ
び扶養親族数）＋加算額16万８千円　※平成17
年度は加算額が17万６千円

18年度

所得金額≦35万円×（１＋控除対象配偶者およ
び扶養親族数）＋加算額32万円　※平成17年度
は加算額が35万円

19年度

個人住民税が改正されました個人住民税が改正されました

年　度
均等割（市）
均等割（県）
所 得 割

平成18年度
1,000円
300円

1/3課税

平成19年度
2,000円
600円

2/3課税

平成20年度
3,000円
1,000円

全額課税

表②

表①

税金を

二重納付二重納付

年度の途中で税金の口座振替を申請された
場合、すでに窓口納付用の納付書が発行さ
れているために、二重納付になることがあ
ります。
口座振替申請時期ごとの納付例を紹介しま
すので二重納付にならないよう、ご注意を
お願いします。

にご注意を！

口座振替口座振替口座振替口座振替で納める方へ



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111 ● 小浜総合支所 74－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111 ● 南串山総合支所 88－3111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001
●福祉事務所　0957（36）2500
●教育委員会　0957（37）3113

●広報うんぜん
平成18年６月19

児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
中
に

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
人
は
、
毎
年
６
月
中

に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

受
給
者
あ
て
に
６
月
１
日
前
後

に
現
況
届
の
案
内
の
封
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご
確

認
の
う
え
、
本
庁
保
健
福
祉
部

（
分
室
）、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
、
福
祉
事
務
所
児
童
家
庭
班
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養

手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
月

額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当

全
額
支
給
額

改
定
前
　
　
４
万
1
8
8
0
円

改
定
後
　
　
４
万
1
7
2
0
円

一
部
支
給
額

改
定
前
　
9
8
8
0
円

〜
４
万
1
8
7
0
円

改
定
後
　
9
8
5
0
円

〜
４
万
1
7
1
0
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
改
定
前
　
５
万
9
0
0
円

改
定
後
　
５
万
7
5
0
円

２
級
改
定
前
　
３
万
3
9
0
0
円

改
定
後
　
３
万
3
8
0
0
円

※
受
給
者
に
は
７
月
中
旬
ご
ろ

（
現
況
届
、
所
得
状
況
届
の
提
出

依
頼
時
）
に
通
知
し
ま
す
。

こ
ち
ら
は
家
庭
児
童
相
談
室
で
す

18
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
つ
い
て
、
事
情

を
詳
し
く
お
聞
き
し
て
、
相
談
者

の
方
と
共
に
考
え
、
専
門
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
時
間

毎
週
月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
内
容

・
家
庭
内
の
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
育
児
不
安
、
経
済
的
な
困
難
、

虐
待
に
つ
い
て
な
ど
）

・
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達
に

関
す
る
こ
と

・
不
登
校
、
友
達
関
係
に
つ
い
て

・
非
行
や
不
良
行
為
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
子
ど
も
の
こ
と
全
般

に
つ
い
て

相
談
・
問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
　
児
童

家
庭
班

市
内
小
中
学
校
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護

者
や
地
域
の
人
た
ち
が
学
校

を
訪
れ
、
授
業
参
観
や
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
・
教
師
と

の
語
ら
い
な
ど
を
通
し
て
共

に
行
動
し
連
携
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
心
の
成
長
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
６
月

〜
７
月
の
間
、
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
１
週
間
を
「
子

ど
も
の
心
を
見
つ
め
る
」
教

育
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
、
地

域
の
各
家
庭
へ
案
内
状
が
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間
に

学
校
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

福　祉　課◎

児童手当の
現況届けは６月中に

教育委員会◎

「子どもの心を見つめる」
教育週間

【市内各小中学校の取り組み】 

国
　
見 

瑞
　
穂 

吾
　
妻 

愛
野 

千
々
石 

小
　
　
浜 

南
串
山

６月30日～ ７月６日
６月26日～ ７月２日
６月19日～ ６月25日
７月１日～ ７月７日
７月２日～ ７月８日
６月29日～ ７月５日
７月３日～ ７月９日
６月26日～ ７月２日
７月10日～ ７月16日
７月１日～ ７月７日
６月26日～ ７月２日
７月１日～ ７月７日
７月８日～ ７月14日
６月26日～ ７月２日
７月２日～ ７月８日
７月１日～ ７月７日
６月30日～ ７月６日
６月30日～ ７月６日
６月23日～ ６月30日
７月１日～ ７月７日
６月30日～ ７月７日
６月29日～ ７月５日
６月29日～ ７月５日
６月27日～ ７月３日
７月１日～ ７月７日
７月１日～ ７月７日
７月７日～ ７月13日
６月28日～ ７月４日
６月29日～ ７月５日
７月１日～ ７月７日

多比良小学校
土黒小学校
八斗木小学校
神代小学校
国見中学校
西郷小学校
岩戸小学校
大正小学校
瑞穂中学校
川床小学校
大塚小学校
鶴田小学校
吾妻中学校
愛野小学校
愛野中学校
千々石第一小学校
千々石第二小学校
千々石中学校
小浜小学校
雲仙小学校
富津小学校
木指小学校
　〃　小田山分校
北串小学校
小浜中学校
雲仙中学校
北串中学校
南串第一小学校
南串第二小学校
南串中学校

教育週間期間学校名町
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【総務課】

工　　事　　名

片田地区防火水槽建設工事

夏峰地区防火水槽建設工事

釜地区防火水槽建設工事

浜口地区防火水槽建設工事

上太良地区防火水槽建設工事

工事場所

国見町

瑞穂町

千々石町

小浜町

南串山町

工期

90日

90日

90日

90日

90日

工事の種類

土木

土木

土木

土木

土木

工　事　概　要

防火水槽　40t

防火水槽　40t

防火水槽　40t

防火水槽　40t

防火水槽　40t

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

【農漁村整備課】

工　　事　　名

牟田地区農道舗装工事

ふるさと農道緊急整備事業　原山地

区改良工事

ほ場整備　椎木川工事

自然環境生態系保全　門山工事

池崎地区附帯工事

下川工区農道整備工事

西田地区転倒堰補修工事

工事場所

千々石町

吾妻町

南串山町

南串山町

南串山町

南串山町

国見町

工期

110日

180日

180日

190日

100日

110日

80日

工事の種類

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

工　事　概　要

L=180.0m　W=4.0m　舗装工

A=850㎡　ガードレールL=180m

L=50.0m　W=5.0m

椎木川地区　区画整理A=1.7ha

門山地区公園

コンクリート舗装、湧水処理

農道L=150m　W=3.0m

転倒堰　１基　W=6.8m　H=0.6m

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

【道路河川課】

工　　事　　名

今出水路改修

千々石川転倒堰設置

境ノ尾前地区急傾斜地崩壊対策

中島地区急傾斜地崩壊対策

飛子下光手地区急傾斜地崩壊対策

金屋川改修

牛口地区公有水面埋立

市道国見下古賀本線改良事業

市道国見楠高本線改良事業

市道国見伊尻今出出雲線改良事業

市道国見水口田3号線改良事業

市道国見下龍王鎌田線改良事業

市道国見旧県道線改修事業

市道国見上篠原線改良事業

市道国見黒田線改良事業

市道国見峠ノ尾線改良事業

市道国見大門線水路改修事業

市道瑞穂伊古西原線改良事業

市道瑞穂夏峰線改良事業

市道瑞穂栗林宮ノ地線改良事業

市道瑞穂中桑田線改良事業

工事場所

国見町

千々石町

愛野町

愛野町

小浜町

千々石町

吾妻町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

国見町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

工期

90日

60日

100日

100日

100日

150日

150日

170日

120日

120日

150日

120日

120日

100日

100日

100日

100日

190日

120日

160日

160日

工事の種類

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

舗装

土木

舗装

土木

土木

土木

土木

土木

工　事　概　要

管渠型側溝　L＝70m

鋼製ワイヤー式起伏ゲート１基

工事長L＝29m　現場打法枠A＝220㎡

工事長L＝22m　現場打法枠A＝225㎡

L＝22.2m　現場打法枠A＝140㎡

張コンクリA＝70㎡

三面張　L＝100m　W＝1.2m

舗装A＝2,300㎡　排水工L＝480m

L＝150m　W＝5.0m

L＝100m　W＝5.0m

L＝150m　W＝4.0m

L＝150m　W＝5.0m

L＝250m　W＝5.0m

L＝140m　W＝5.0m

L＝ 50m　W＝5.0m

L＝320m　W＝5.0m

L＝330m　U＝500

L＝330m　U＝500

L＝200m　W＝7.0m

L＝150m　W＝5.0m

L＝100m　W＝7.0m

L＝125m　W＝6.0m

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第３四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

見通しについて見通しについて
平成18年度において雲仙市の発注

する予定価格が250万円を超える公
共工事（平成18年４月１日現在）の
発注見通しについて公表します。

この資料に掲載している工事
は、公表時点において発注が見込
まれる工事を掲載しております
が、あくまで予定であるため、実
際に発注する工事が掲載内容と異
なったり、掲載されていない工事
を発注する場合があります。

●問い合わせ／企画財政部管財課
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【道路河川課】

工　　事　　名

市道瑞穂横久線改良事業

市道瑞穂角江線改良事業

市道瑞穂中岡線改良事業

市道瑞穂大川栗林線改良事業

市道瑞穂段ノ内線改良事業

市道瑞穂下夏峰線改良事業

市道瑞穂大正団地線舗装事業

市道吾妻牛口・牧ノ内線改良事業

市道吾妻川床線改良事業

市道吾妻平木場線改良事業

市道吾妻黒仁田幹線改良事業

市道吾妻浜津線改良事業

市道愛野池無田線改良事業

市道愛野前田・丸山線改良事業

市道愛野上迫線改良事業

市道愛野山沢中野線改良事業

市道愛野運動公園線改良事業

市道愛野野平線道路改良事業

市道愛野野添・四面平線改良事業

市道愛野今木場線道路改良事業

市道千々石飯岳白新田線改良事業

市道千々石平和線改良事業

市道千々石後平線新設事業

市道千々石北大久保線新設事業

市道千々石龍下線改良事業

市道千々石桂ノ迫内線改良事業

市道小浜金浜木場線改良事業

市道小浜北野富津線改良事業

市道小浜黒之谷３号線改良事業

市道小浜木指線改良事業

市道小浜木津西浜線側溝改修事業

市道小浜金浜山畑線道路改良事業

市道小浜山畑木場線改修事業

市道小浜小平長谷線改修事業

市道南串山京泊広畑線新設事業

市道南串池下鬼池線改良事業

市道南串山後山尾登線改良事業

市道南串山椎木川溜水線改良事業

市道南串山射場日原線改良事業

市道南串山水ノ浦小津波見線改良事業

工事場所

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

愛野町

愛野町

愛野町

愛野町

愛野町

愛野町

愛野町

愛野町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

小浜町

小浜町

小浜町

小浜町

小浜町

小浜町

小浜町

小浜町

南串山町

南串山町

南串山町

南串山町

南串山町

南串山町

工期

130日

160日

130日

120日

100日

100日

70日

200日

170日

200日

200日

80日

200日

150日

190日

180日

200日

190日

130日

170日

150日

150日

220日

180日

180日

80日

250日

150日

120日

150日

100日

100日

100日

100日

270日

190日

180日

170日

170日

180日

工事の種類

土木

土木

土木

土木

土木

土木

舗装

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

工　事　概　要

L＝100m　W＝5.0m

L＝130m　W＝6.0m

L＝ 60m　W＝5.0m

L＝100m　W＝5.0m

L＝ 70m　W＝5.0m

L＝ 20m　W＝5.0m

L＝100m　W＝4.0m

L＝250m　W＝7.0m

L＝100m　W＝5.0m

L＝ 80m　W＝7.0m

L＝100m　W＝5.0m

L＝ 20m　W＝5.0m

L＝100m　W＝6.0m

L＝ 20m　W＝5.5m

L＝150m　W＝4.5m

L＝235m　W＝5.0m

L＝120m　W＝5.5m

L＝ 50m　W＝5.5m

L＝110m　W＝4.0m

L＝200m　W＝5.0m

L＝250m　W＝5.0m

L＝150m　W＝5.0m

L＝200m　W＝7.0m

L＝310m　W＝5.0m

L＝ 42m　W＝9.0m

L＝140m　W＝5.0m

L＝260m　W＝5.0m

L＝320m　W＝4.0m

L＝350m　W＝4.0m

L＝350m　W＝4.0m

L＝200m

L＝ 35m　W＝4.0m

L＝25.5m　W＝4.0m

L＝ 73m　W＝4.0m

L＝720m　W＝7.0m

L＝585m　W＝5.0m

L＝170m　W＝5.0m

L＝ 40m　W＝5.0m

L＝100m　W＝5.0m

L＝350m　W＝5.0m

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

平成18年度 公共工事の発注公共工事の発注
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【学校教育課】

工　　事　　名

愛野小学校大規模改造工事

多比良小学校防水及び体育館ドア改

修工事

八斗木小学校床改修工事

川床小学校外トイレ改修工事

千々石第一小学校電気増設工事

南串第二小学校漏水部補修等工事

国見中学校消火栓設置工事

吾妻中学校防水等工事

愛野中学校下水道整備工事

工事場所

愛野町

国見町

国見町

吾妻町

千々石町

南串山町

国見町

吾妻町

愛野町

工期

100日

50日

50日

50日

30日

30日

70日

70日

50日

工事の種類

建築

建築

建築

建築

電気

建築

建築

建築

建築

工　事　概　要

外壁改修　1,418㎡　防水改修　370㎡

防水補修　223.7㎡　

体育館玄関ドア改修　1.0式

床改修　1.0式

外トイレ改修　1.0式

照明器具工事　1.0式

防水補修　88.8㎡

消火栓設置　1.0式

防水補修　1.0式

下水道整備　1.0式

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第２四半期

第３四半期

第１四半期

第１四半期

第３四半期

【スポーツ振興課】

工　　事　　名

千年の湯浴室等改修工事

南部学校給食センター工事

南部学校給食センター敷地造成工事

南部学校給食センター関連施設工事

工事場所

瑞穂町

千々石町

千々石町

千々石町・小浜

町・南串山町

工期

60日

210日

150日

60日

工事の種類

建築

建築

土木

建築

工　事　概　要

かけ湯新設工事一式ほか

共同調理場施設建設工事

2200食（98学級）

敷地造成工事一式

千々石・小浜・南串学校給食室施

設工事費（13校）

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第１・４半期

第２・４半期

第１・４半期

第２・４半期

【下水道課】

工　　事　　名

瑞穂伊古１工区下水道工事

瑞穂伊古２工区下水道工事

瑞穂大川１工区舗装工事

瑞穂高田１工区舗装工事

瑞穂伊古１工区舗装工事

瑞穂浄化センター放流渠整備工事

瑞穂浄化センター流入渠整備工事

瑞穂浄化センター場内整備工事

吾妻柿田２工区下水道工事

吾妻吹の原２工区下水道工事

吾妻萩ノ本３工区下水道工事

吾妻大熊７工区下水道工事

吾妻大熊８工区下水道工事

吾妻大熊９工区下水道工事

吾妻河内６工区下水道工事

吾妻大熊マンホールポンプ工事

吾妻河内・旗島マンホールポンプ工事

吾妻永中・大熊舗装工事

吾妻古庄舗装工事

吾妻田内川舗装工事

吾妻栗林・柿田舗装工事

吾妻牛口舗装工事

吾妻浄化槽設置工事その７

吾妻浄化槽設置工事その８

吾妻浄化槽設置工事その９

吾妻浄化槽設置工事その10

工事場所

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

工期

130日

100日

30日

30日

30日

180日

80日

200日

120日

180日

90日

150日

150日

180日

150日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

90日

50日

50日

50日

50日

工事の種類

土木

土木

舗装

舗装

舗装

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

機械・電気

機械・電気

舗装

舗装

舗装

舗装

舗装

土木・機械

土木・機械

土木・機械

土木・機械

工　事　概　要

φ150　L＝360m

φ150　L＝240m

L＝700m　A＝2,500㎡

L＝550m　A＝2,000㎡

L＝450m　A＝2,500㎡

φ400　L＝550m

φ400　L＝100m

A＝9,150㎡

φ150　L=520m

φ150　L=1,010m

φ150　L=380m

φ150　L=760m

φ150　L=620m

φ150　L=1,130m

φ150　L=950m

マンホールポンプ　２箇所

マンホールポンプ　２箇所

A=4000㎡

A=5000㎡

A=2500㎡

A=5600㎡

A=2200㎡

浄化槽設置工事　５人槽１基、７人槽２基

浄化槽設置工事　５人槽１基、７人槽３基

浄化槽設置工事　７人槽２基、10人槽１基

浄化槽設置工事　５人槽１基、７人槽２基

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第４四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第３四半期

第３四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第３四半期

第３四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期



●広報うんぜん
平成18年６月23

【下水道課】

工　　事　　名

吾妻浄化槽設置工事その11

吾妻浄化槽設置工事その12

千々石白新田１工区下水道工事

千々石白新田２工区下水道工事

千々石木場１工区舗装工事

千々石木場２工区舗装工事

千々石浄化センター水処理増設土木工事

工事場所

吾妻町

吾妻町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

工期

50日

50日

150日

150日

90日

90日

330日

工事の種類

土木・機械

土木・機械

土木

土木

舗装

舗装

土木

工　事　概　要

浄化槽設置工事　５人槽１基、７人槽３基

浄化槽設置工事　７人槽２基、10人槽１基

汚水管φ150　L=500m　開削

汚水管φ150　L=500m　開削

アスファルト舗装A=3000㎡

アスファルト舗装A=3500㎡

OD槽１池、終沈１池、分配槽１槽

入札・契約方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

【水道課】

工　　事　　名

倉子地区水道施設拡張工事

吾妻柿田（下水２工区）水道布設替工事

吾妻吹の原（下水２工区）水道布設替工事

吾妻萩ノ本（下水３工区）水道布設替工事

吾妻大熊（下水７工区）水道布設替工事

吾妻大熊（下水８工区）水道布設替工事

吾妻大熊（下水９工区）水道布設替工事

吾妻河内（下水６工区）水道布設替工事

山頭・八ヶ島線改良に伴う配水管工事

北大久保線工事に伴う配水管布設工事

後平線工事に伴う配水管布設工事

白新田地区（１工区）水道管布設工事

白新田地区（２工区）水道管布設工事

京泊広畑線に伴う布設替工事

国見上水道配水管布設替工事

小浜上水道（道前）配水管布設替工事

小浜上水道第２浄水場前処理及び排

水設備工事

瑞穂西郷簡易水道統合整備工事（18－１工区）

瑞穂西郷簡易水道統合整備工事（18－２工区）

瑞穂西郷簡易水道統合整備工事（18－３工区）

瑞穂大正簡易水道整備工事（18－１工区）

瑞穂大正簡易水道整備工事（18－２工区）

瑞穂西郷簡易水道統合整備工事（17－６工区）

瑞穂西郷簡易水道統合整備工事（17－７工区）

工事場所

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

吾妻町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

千々石町

南串山町

国見町

小浜町

小浜町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

瑞穂町

工期

270日

120日

180日

90日

150日

150日

180日

150日

120日

120日

120日

150日

150日

120日

120日

90日

240日

270日

270日

270日

270日

270日

120日

270日

工事の種類

施設・管・
電気工事等

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道管

水道施設

水道施設

水道施設

水道管

水道管

水道施設

水道管

水道施設

工　事　概　要

L=500m

L=1000m

L=250m

L=700m

L=600m

L=1100m

L=950m

L＝450m

L＝200m

L＝300m

L＝500m

L＝500m

φ150　L=150m、φ100　L=60、

φ75　L=140m

φ150　L=1500m

φ50　L=200m

取水ポンプ設備、滅菌設備、配水

地築造工、舗装フェンス工事

電気計装設備

φ100　L=700m、　φ50　L=200m、　

給水管取出工事22件、消火栓設置工

φ75　L=1,500m、　給水管取出工

事10件、　舗装フェンス工事

滅菌設備、　加圧ポンプ設備、　

電気計装設備

φ200　L=319m、　φ100　L=477m、 

φ50　L=319m

電気室築造工、　配水池築造工

入札・契約方法

指名競争入札

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

入札予定時期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

取水施設一式、浄水施設一式、配水
施設一式、電気施設一式

前処理設備一式、取水ポンプ一式、

導水管布設

平成平成1818年度年度 公共工事の発注見通しについて公共工事の発注見通しについて（つづき）

雲仙市競争入札参加資格登録業者一覧表が閲覧できます

建設および測量・建設コンサルタント業務の、平成18・19年度雲仙市競争入札参加資格登録業者一覧（平成18年
４月１日現在）が管財課窓口で閲覧できます。
なお、雲仙市ホームページからも閲覧できます。 ●問い合わせ／企画財政部管財課
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雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
５
月
３
日
〜
７
日
に
市
内
各
会
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
10
種
目
20
競
技

に
市
内
は
も
と
よ
り
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

各
競
技
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
太
字
は
市
内
の
チ
ー
ム
）

優
　
勝

愛
野
暁

準
優
勝

桑
鶴
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
（
南

串
山
）

第
３
位

瑞
穂
少
年

〃
　

鶴
田
ク
ラ
ブ
（
吾
妻
）

優
　
勝

志
道
館
光
永
道
場
（
島

原
）

準
優
勝

布
武
会（
南
島
原
）

第
３
位

小
浜
少
年
剣
道

〃
　

真
津
山
少
年
剣
道
（
諫

早
）

優
　
勝

真
津
山
少
年
剣
道
（
諫

早
）

準
優
勝

島
原
剣
心
館（
島
原
）

第
３
位

愛
野
少
年
剣
道
部

〃
　

翔
雄
館（
長
崎
）

優
　
勝

橘
道
場（
長
崎
）

準
優
勝

島
原
第
一
中
学
校
（
島

原
）

第
３
位

喜
々
津
健
武
館（
諫
早
）

〃
　

翔
雄
館
（
長
崎
）

優
　
勝

南
串
中
学
校

準
優
勝

吾
妻
中
学
校

第
３
位

雲
仙
中
学
校

〃
　

北
串
中
学
校

優
　
勝

千
々
石
中
学
校

準
優
勝

小
浜
中
学
校

第
３
位

吾
妻
中
学
校

〃
　

国
見
中
学
校

優
　
勝

浦
　
岡（
南
串
山
）

準
優
勝

小
浜
諏
訪

優
　
勝

千
々
石

準
優
勝

八
斗
木（
国
見
）

第
３
位

西
　
郷（
瑞
穂
）

〃
　

木
　
指（
小
浜
）

優
　
勝

深
江
中
学
校（
南
島
原
）

準
優
勝

千
々
石
中
学
校

第
３
位

南
串
中
学
校

〃
　

有
明
中
学
校
（
島
原
）

優
　
勝

吉
岡
道
場（
諫
早
）

準
優
勝

心
錬
館（
諫
早
）

第
３
位

有
喜
少
年
A（
諫
早
）

〃
　

南
有
馬
少
年（
南
島
原
）

小
学
生

柔
道

軟
式
野
球

小
学
生
女
子

小
学
生
男
子

中
学
生
女
子

中
学
生
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
学
生
団
体

小
学
生
男
子
（
高
学
年
）

小
学
生
男
子
（
低
学
年
）

剣
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

①

②

③

④

①

②

③

④

合
併
記
念

合
併
記
念

合
併
記
念

雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

雲
仙
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

①ソフトテニス　男子　優勝
国見中学校
②ソフトテニス　女子　優勝
国見中学校
③サッカー優勝
千々石少年サッカークラブ
④ソフトボール優勝
愛野暁
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優
　
勝

吉
岡
道
場
A（
諫
早
）

準
優
勝

国
見
中
A

第
３
位

南
有
馬
中
（
南
島
原
）

〃
　

小
長
井
少
年
A
（
諫

早
）

優
　
勝

国
見
中
学
校

準
優
勝

千
々
石
中
学
校

第
３
位

吾
妻
中
学
校

優
　
勝

栗
原
・
飯
田（
国
見
中
）

準
優
勝

伊
達
・
楠
木（
国
見
中
）

第
３
位

島
田
・
平
山（
千
々
石

中
）

〃
　

柴
崎
・
森
田（
国
見
中
）

優
　
勝

国
見
中
学
校

準
優
勝

千
々
石
中
学
校

第
３
位

吾
妻
中
学
校

優
　
勝

和
田
・
柴
田（
国
見
中
）

準
優
勝

尾
崎
・
奥
野（
千
々
石

中
）

第
三
位

渡
邊
・
米
倉（
吾
妻
中
）

第
三
位

水
永
・
泉（
国
見
中
）

優
　
勝

小
浜
ク
ラ
ブ
Ⅰ

準
優
勝

愛
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

第
３
位

小
浜
ク
ラ
ブ
Ⅱ

優
　
勝

鶴
田
ク
ラ
ブ
B（
吾
妻
）

準
優
勝

鶴
田
ク
ラ
ブ
A（
吾
妻
）

第
３
位

富
津
ク
ラ
ブ
B（
小
浜
）

優
　
勝

小
浜
中
学
校

準
優
勝

玖
島
中
学
校（
大
村
）

第
３
位

島
原
第
一
中
学
校（
島

原
）

優
　
勝

吾
妻
中
学
校

準
優
勝

島
原
第
一
中
学
校（
島

原
）

第
３
位

千
々
石
中
学
校

優
　
勝

吉
岡
一（
島
原
二
中
）

準
優
勝

笹
田
孝
秀（
小
浜
中
）

第
３
位

中
村
匠（
諫
早
長
田
中
）

〃
　

岡
田
拓
也（
小
浜
中
）

優
　
勝

氏
原
美
樹
（
加
津
佐

中
）

準
優
勝

荒
木
栞（
小
浜
中
）

第
３
位

山
嵜
真
帆
（
加
津
佐

中
）

〃
　

金
子
小
百
合（
小
浜

中
）

優
　
勝

千
々
石
少
年
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝

国
見
F
C
ジ
ュ
ニ
ア

第
３
位

小
浜
J
F
C

文
中
敬
称
略

サ
ッ
カ
ー

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

卓
球

女
子

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子

男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
・
個
人

女
子
・
団
体

男
子
・
個
人

男
子
・
団
体

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

中
学
生

①

②

③

④

①

②

③

④

①バレーボール中学男子優勝
南串中学校
②バレーボール小学男子優勝
浦岡
③バレーボール小学女子優勝
千々石
④バレーボール中学女子優勝
千々石中学校
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消防団員の消防技術の向上と消防活動の進
歩・充実を図る雲仙市消防団ポンプ操法大会
が４月16日に、みずほすこやかランドで開催
されました。
大会には、毎日の厳しい訓練を行った各町

の7支団が参加。小型ポンプ操法が競われ、訓
練成果を十分に発揮した機敏な動作で、見事
な操法技術を披露しました。なお、成績は次
のとおりです。
優勝：国見支団、準優勝：瑞穂支団、
３位：愛野支団

こどもの日の５月５日に愛野町剣舞筝（けんぼう
そう）保存会が主催する愛のハタあげ大会が行われ、
ハタ揚げ愛好家や家族連れなどでにぎわいました。
会場では、大会参加者一人ひとりに保存会メンバ

ーが作成した小バタが配られ、ハタあげに挑戦しま
した。晴れ渡った５月の青空の下、保存会の皆さん
が準備したおにぎりをほおばりながら、さわやかな
一日を過ごしました。

吾妻町はた保存会が主催するはた揚げ大会が、
５月３日に経済連家畜市場駐車場で開催され、手
づくりのユニークなはたが初夏の青空に舞いまし
た。
多くの親子連れでにぎわったこの大会は、今年

で11年目。集まった子どもたちには、保存会から
手づくりのかわいい小ばたが配られ、みんな嬉し
そうに、はたを片手に広場を走り回っていました。

愛のハタあげ大会

吾妻はた揚げ大会

手
づ
く
り
の
は
た
青
空
に
舞
う

↓機敏な動作と仲間との団結で大会に挑みました

←優勝した国見支団には、市長から表彰状と
優勝カップが贈られました

↑力作の大きな剣舞箏も大空高く舞いました

生命と財産を守る消防団、たくましく
雲仙市消防団ポンプ操法大会

↓風向きもよく、絶好のハタあげ日よりでした
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↓気分はカウボーイ。楽しく乗ることができました

牛や自然とふれあう第19回モーモーフェステ
ィバル（主催：瑞穂町酪農組合）が５月４日に
農村公園「水車の郷」で開催されました。
消費者に酪農への理解を深めてもらい、牛乳

の消費拡大を図ることを目的としたこのイベン
トは、今やゴールデンウィークの定番イベント
となりました。参加者は、牛乳の無料配布や乳

ちち

搾
しぼ

り体験、ニジマスのつかみ取り、もちまき、
ミニ動物園などを楽しみながら瑞穂の自然を満
喫していました。

楽しくて牛も笑うよ「ウッシッシ～」
モーモーフェスティバル

↓うさぎさん、こっちにも投げて～

↓おいしい牛乳はいかがですか

↓

今
日
の
主
役
は
ズ
バ
リ
私
で
す

↓

初
め
て
の
乳
搾
り
、
す
こ
し
緊
張
し
ま
し
た
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花をテーマにした春の恒例イベント「花祭
UNZEN
う ん ぜ ん

」が４月29日から５月14日まで開か
れ、春満開の雲仙を多くの観客の笑顔で彩り
ました。イベントは、地元の観光関係者でつ
くる実行委員会が主催。期間中は、住民など
が育てた「家

か

壇
だん

」のコンテストや雲仙女将と
巡る「雲仙女将の花物語ツアー」など多彩な
イベントで賑わいました。
また、13日と14日には、雲仙青年観光会が

主催する「雲仙春まつり」がフィナーレを飾
り、一部を歩行者天国にした広場では伝統芸
能や地元の特産物を販売する「じげもん市」
などが開催され、春いっぱい・笑顔いっぱい
の雲仙を満喫しました。

笑顔満開、雲仙の春
花祭UNZEN

長崎県少年剣道錬成大会が４月23日に諫早市森山町で開催さ
れ、個人戦で伊藤聡志くんが優勝、小学生団体で神代眞古館が
準優勝を飾りました。
この大会には県下46道場から500人以上が参加。愛野少年剣

道部（小中学生）、神代眞古館（中学生）もベスト８に入り、伊
藤くん、神代眞古館（小学生）とともに７月末に日本武道館で
開催される全国大会に出場します。

市内の少年・少女剣士全国へ
長崎県少年剣道錬成大会で大活躍

４月19日に100歳の誕生日を迎えられた
川原繁義さん（吾妻町）に、市からのお祝
いが手渡されました。
川原さんはとてもお元気で、金子助役が

話しかけると、花束を手に笑顔で応えられ
ました。これからも健康的に長生きして、
幸せに過ごしてください。

１００回目のハッピーバースデー♪川原さん100歳のお祝い

↓30年以上の歴史をもつ雲仙地獄太鼓保存会による力強い太鼓演奏

↑元気で100歳を迎え、花束を手にする川原さん

個人戦で優勝した伊藤聡志くん（小浜剣道道場）→

↓小学生団体で準優勝した神代眞古館（国見町）

←小浜中学校吹奏楽部による吹
奏楽演奏パレード

→「家壇」コンテストで県知事
賞に輝いた佐藤義隆さん夫婦
（千々石町）
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社団法人全日本銃剣道連盟表彰式が４月23日に大
村市で行われ、小浜町の中田忠光さんが表彰されま
した。
中田さんは、南高

来郡の銃剣道連盟会
長や県銃剣道連盟常
任理事として、永年
にわたり銃剣道連盟
の発展に貢献され、
今回の受賞となりま
した。また、現在は銃
剣道連盟雲仙協会の
会長を務められてお
り、今後のさらなる
活躍が期待されます。

永年の功績をたたえられ
社団法人　全日本銃剣道連盟表彰

小浜総合支所では出生届を出された方に、わら草履
の贈呈を行っています。このわら草履は「子どもが最
初の誕生日を迎えるときの、餅ふませ（子どもの健や
かな成長を願う伝統行事）で使ってください」という
寺田節生さん（小浜町）からのご厚意により支所へ贈
られた手づく
りのもので
す。
届け出をさ

れた方々も思
わぬプレゼン
トにとても喜
ばれていま
す。

すこやかな成長を願って♪
わら草履のプレゼント

国見総合運動公園多目的芝生広場で、４月29日、
元Jリーガーを講師に招いてサッカー教室が開かれま
した。
元日本代表で浦和レッズの福田正博さんらの講師

陣の指導により、基本的なドリブルから実戦的なミ
ニゲームまで行われ、参加した中学生は熱心に取り
組みました。練習後、福田さんは「あきらめずに頑
張れば、必ず夢はかなう」と参加者を激励。未来のJ
リーガーたちは目を輝かせながら、話に聞き入って
いました。

あこがれの日本代表とプレー
プーマサッカーアカデミー

↓練習にも熱が入ります

↓元Jリーガーの皆さんが直接コーチします

↑紅白の鼻緒がついたかわいいわら草履です。

↓

表
彰
さ
れ
た
中
田
忠
光
さ
ん
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講
習
日
時
・
場
所

・
南
串
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

６
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
30
分

・
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
６

月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

・
千
々
石
町
公
民
館
／
６
月
18
日

（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分

・
吾
妻
老
人
憩
い
の
家
／
６
月
24

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

・
愛
野
町
中
央
公
民
館
／
６
月
25

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

受
講
対
象
者

個
人
お
よ
び
各
種
団
体

募
集
人
員

各
会
場
30
人

小
浜
消
防
署
救
急
係

1
0
9
5
7
（
74
）
3
2
3
1

電
話
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
10
人
以
上
の
団
体
で
受
講
さ
れ

る
場
合
は
、
団
体
の
希
望
す
る

日
時
・
場
所
で
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※
講
習
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

県
内
の
中
小
企
業
等
で
働
く
勤

労
者
と
そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
、
次
の
事
業
を
行
う
事

業
主
や
団
体
へ
の
助
成
募
集
を
行

い
ま
す
。

事
業
の
内
容

・
就
業
規
則
作
成
・
改
正
支
援
事

業
・
企
業
内
等
研
修
会
開
催
事
業

・
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

助
成
限
度
額

対
象
経
費
総
額
の

２
分
の
１
（
限
度
額
10
万
円
）

（
財
）
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業

団1
0
9
5
（
8
9
5
）
2
7
1
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.nagasaki.jp/

rousei/sienjigyo.htm
l

雲
仙
観
光
協
会
で
は
、
秋
の
雲

仙
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
雲
仙

お
山
の
文
化
祭
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
雲
仙
市
誕
生

１
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
雲

仙
市
内
か
ら
広
く
講
師
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
講
座

20
人
程
度
を
対
象
に
し
「
自
然
」

「
温
泉
」「
健
康
」「
文
化
」「
食
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

日
時

10
月
22
日
（
日
）
〜
11
月
５
日

（
日
）〔
予
定
〕
の
期
間
中
、
１
〜

２
回
程
度

※
講
師
面
接
あ
り

（
社
）
雲
仙
観
光
協
会

1
0
9
5
7
（
73
）
3
4
3
4

日
本
全
国
の
青
少
年
や
在
日
外

国
人
青
少
年
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ

や
富
士
登
山
を
し
ま
せ
ん
か
。

期
間

８
月
３
日
〜
７
日

場
所

山
梨
県
山
中
湖

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年

生申
込
締
切

７
月
８
日
（
土
）

費
用

４
万
６
千
円
〜
（
出
発
地

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
0
3
（
3
3
5
9
）
8
4
2
1

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

普
通
救
命
講
習
会受

講
者
募
集

勤
労
者
福
祉
支
援
事
業
を

募
集

雲
仙
お
山
の
文
化
祭
講
師

募
集

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
参
加
者
募
集

人口

男

女

世帯数

51,292人

24,343人

26,949人

16,411世帯
4月末現在（住民基本台帳）
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
18
年
度

第
２
期
入
学
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
学
生

教
養
学
部
、
大
学
院

願
書
受
付

６
月
15
日
〜
８
月
15

日入
学
日
（
授
業
開
始
）

10
月
１

日
（
日
）

放
送
大
学
の
特
徴

・
働
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
が
で

き
、
大
学
卒
業
の
資
格
が
取
得

で
き
ま
す

・
学
び
た
い
科
目
を
、
１
科
目
か

ら
で
も
学
習
で
き
ま
す

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

授
業
の
視
聴
方
法

・
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
視
聴

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴

・
各
地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聴

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

1
0
9
5
（
8
1
3
）
1
3
1
7

交
通
遺
児
（
13
歳
未
満
）
が
損

害
賠
償
金
等
の
中
か
ら
拠
出
金
を

払
い
込
ん
で
加
入
す
る
と
、
国
や

民
間
企
業
か
ら
の
援
助
金
を
加
え

て
、
交
通
遺
児
が
19
歳
に
な
る
ま

で
育
成
給
付
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。

（
財
）
交
通
遺
児
育
成
基
金

1
0
1
2
0
（
16
）
3
6
1
1

日
時

７
月
12
日
（
水
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時

参
加
対
象
者

高
校
在
校
生
お
よ

び
一
般
の
人
で
、
長
崎
高
等
技
術

専
門
校
へ
の
入
校
を
希
望
す
る
人

内
容

学
校
概
要
お
よ
び
教
科
内

容
の
説
明
／
施
設
お
よ
び
実
習
状

況
見
学
／
体
験
実
習

申
込
方
法

高
校
在
学
生
は
進
路

指
導
の
先
生
を
通
じ
て
、
一
般
の

人
は
直
接
学
校
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

長
崎
高
等
技
術
専
門
校
　
企
画
広

報
室

1
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

試
験
の
種
類

甲
種
（
特
類
・
第

１
類
〜
第
５
類
）
お
よ
び
乙
種

（
第
１
類
〜
第
７
類
）

試
験
日
時

８
月
27
日
（
日
）
午

前
10
時

試
験
会
場

長
崎
大
学
経
済
学
部

受
付
期
間

６
月
26
日
〜
７
月
10

日
（
郵
送
の
場
合
７
月
10
日
消
印

有
効
）

願
書
入
手
先
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
県

内
各
消
防
本
部
（
消
防
局
）、
島

原
振
興
局
な
ど

受
験
手
数
料

・
甲
種
　
5
0
0
0
円

・
乙
種
　
3
4
0
0
円

公
示
日

５
月
29
日
（
月
）

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
支
部

〒
8
5
0
―
0
0
3
7

長
崎
市
金
屋
町
９
―
３
　
市
民
防

火
セ
ン
タ
ー
２
F

1
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

島
原
南
高
歯
科
医
師
会
で
は
、

６
月
４
日
か
ら
始
ま
る
「
歯
の
衛

生
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
お
口
の

健
康
ま
つ
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時

６
月
４
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

場
所

島
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

・
無
料
歯
科
検
診
、
指
導
、
相
談

・
無
料
フ
ッ
素
洗
口

・
無
料
歯
周
病
の
リ
ス
ク
検
査

・
歯
に
よ
い
お
や
つ
の
実
演
展

示
、
嚥え

ん

下
食
の
展
示

・
講
話
（
歯
周
病
と
全
身
の
関
わ

り
、
歯
周
病
の
リ
ス
ク
検
査
）

・
妊
婦
教
室

・
歯
科
保
健
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
島
原
南
高
歯
科
医
師
会

1
0
9
5
7
（
62
）
3
5
0
7

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

放
送
大
学
学
生
募
集

交
通
遺
児
育
成
基
金
加
入

の
案
内

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

体
験
入
学
生
募
集

お
口
の
健
康
ま
つ
り
開
催

●納期限は、６月３０日（金）です。

６月は市県民税（１期）の納入月です。

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。

消
防
設
備
士
試
験

　未就学児とママ・マタニティママ・育児
に興味がある方ならどなたでもOKです。
　市内・市外どちらからでも大歓迎！子ども
もママも楽しく遊びませんか。気軽にのぞ
いてみてください。
活動内容／季節行事、おでかけ、小物
づくり、おやつづくり、絵本の読み聞かせ
　毎週水曜日、国見農村環境改善センタ
ーで、午前 10時から正午頃まで活動して
います。見学は自由ですが、事前に連絡
をお願いします。
連絡先　小田美紀　10957（78）3754

会員募集
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日
時

第
１
回
　
６
月
12
日
（
月
）

第
２
回
　
９
月
11
日
（
月
）

第
３
回
　
12
月
11
日
（
月
）

第
４
回
　
３
月
12
日
（
月
）

※
審
査
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
３
時

会
場

第
１
回
…
長
崎
県
県
北
振
興
局

（
佐
世
保
市
）

第
２
回
〜
第
４
回
…
セ
ン
ト
ヒ
ル

長
崎
（
長
崎
市
）

当
日
持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

（
新
規
登
録
の
場
合
の
み
）

③
手
数
料

・
新
規
登
録
　
１
件
6
3
0
0
円

・
登
録
証
再
交
付
　
１
件
　
3
5

0
0
円

県
教
育
庁
学
芸
文
化
課

1
0
9
5
（
8
9
4
）
3
3
8
4

※
登
録
証
の
再
交
付
を
申
請
さ
れ

る
方
は
、
審
査
会
以
前
に
必
ず

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
労
働
条
件
や
労
使
関

係
な
ど
、
労
働
問
題
全
般
に
つ
い

て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
労
働
相
談

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45

分弁
護
士
に
よ
る
無
料
労
働
相
談

祝
祭
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
弁

護
士
相
談
は
来
所
い
た
だ
い
て
か

ら
の
相
談
に
な
り
ま
す
。
事
前
に

相
談
内
容
に
つ
い
て
ご
一
報
く
だ

さ
い
）

電
話
に
よ
る
労
働
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
（
7
8
3
）
2
5
8

一
般
電
話

0
9
5
（
8
2
1
）
1
4
5
7

長
崎
県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー最

近
は
、
公
共
施
設
の
駐
車
場

に
限
ら
ず
、
身
近
な
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
駐
車
場

に
も
上
の
マ
ー
ク
が

つ
い
た
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
見
か
け
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い

る
場
所
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
な

ど
の
歩
行
に
困
難
を
と
も
な
う
方

の
た
め
の
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。専

用
ス
ペ
ー
ス
は
こ
れ
ら
の
方

の
た
め
に
「
空
け
て
お
く
」
と
い

っ
た
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
障
害
福
祉
班

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

障
害
者
・
高
齢
者
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て

月

火

水

木

金

土・日

おなかが張る

梅雨時の足腰の痛み

おしっこが近い子ども

目薬の使い方

ひきこもり

精液に血が混じったら ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会〔長崎〕095（826）5511

島原広域消防本部
指令センターからのお知らせ指令センターからのお知らせ
新庁舎建設に伴い、消防事務の一部が５月10日
から次のとおり変わっています。

■今まで火災、救急などの１１９番通報は、消防
署および各分署で受理していましたが、５月10日
から新庁舎の指令センターで一括して受理してい
ます。
雲仙市の受信地域は国見町と瑞穂町です。
なお、携帯電話での通報は、基本的に指令センタ
ーで受理できますが、通報場所によっては他の消
防署に入る場合がありますのでご注意ください。
■サイレンの吹鳴についても指令センターで一括
して操作します。雲仙市内の吹鳴地域は国見町と
瑞穂町です。火災の場合、サイレンを吹鳴し防災
無線でも放送します。火災が鎮火した場合には、
鎮火サイレンを吹鳴し放送します。
■火災情報は（62）6200に電話すると、火災の発
生場所を聞くことができます。

問い合わせ：島原地域広域市町村圏組合
消防本部　指令課　10957（65）5151

「美しい日本」をめざそう「美しい日本」をめざそう「美しい日本」をめざそう

　全国の市が環境立市の志を掲げ、
美しい日本を目指して地域から行動
していく第一歩として、６月の環境
月間中の一週間を「全国ごみ不法投
棄監視ウィーク」として設定しまし
た。
　ごみの不法投棄は、私たちのまち
の環境を荒廃させるだけでなく、私
たちの心も荒廃させてしまいます。
　市民の皆さん一丸となって、ごみ
の不法投棄問題に取り組んでいきま
しょう。

全国市長会

全国ごみ不法投棄監視ウィーク



●広報うんぜん
平成18年６月33

あ
な
た
の
作
品
を
、
雲
仙
岳
災

害
記
念
館
に
展
示
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

展
示
期
間

７
月
10
日
〜
９
月
10

日展
示
会
場

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

多
目
的
ホ
ー
ル

出
品
の
要
領

・
雲
仙
普
賢
岳
や
平
成
新
山
に
関

わ
り
の
あ
る
絵
画
作
品
に
限
り

ま
す
。

・
油
絵
、
水
彩
画
、
日
本
画
、
版

画
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
絵
の
種
類

は
問
い
ま
せ
ん
。

・
作
品
は
額
装
な
ど
展
示
が
で
き

る
状
態
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
出
品
者
は
絵
画
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
、
一
般
個
人
、
高
校
生
と

し
、
作
品
は
１
点
ま
で
で
、
無

審
査
と
し
、
出
品
料
は
無
料
と

し
ま
す
。

搬
入
・
搬
出

作
品
の
搬
入
・
搬
出
は
各
自
で
次

の
期
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
搬
入
　
６
月
25
日
〜
７
月
２
日

・
搬
出
　
９
月
11
日
〜
９
月
18
日

申
込
締
切

６
月
20
日
（
火
）

申
込
方
法

次
の
①
②
を
明
記
の
う
え
、郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
作
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

②
作
品
名
、
絵
の
種
類
、
絵
の
大

き
さ
（
60
㎝
×
70
㎝
以
下
）

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

1
0
9
5
7
（
65
）
5
5
5
5

退
職
さ
れ
た
船
員
さ
ん
で
、
石

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健
康

被
害
を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
で

す
。健

康
被
害
が
確
認
で
き
れ
ば
、

年
２
回
の
健
康
診
断
が
無
料
に
な

る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

九
州
運
輸
局
　
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
課
　
安
全
衛
生
係

1
0
9
3
（
3
3
2
）
8
0
9
3

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

「
平
成
新
山
絵
画
展
」
展
示

作
品
募
集

船
員
さ
ん
の
健
康
管
理
手

帳
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

休
日
在
宅

当
番
医
＋☆変更される場合がありますので、

　電話連絡後、受診してください。

４日

11日

18日

25日

永 吉 医 院

ひ ら ゆ 医 院

安 藤 病 院

副 島 内 科 ク リ ニ ック

有 明 保 養 院

く さ の 循 環 器 内 科

愛 野 診 療 所

松 島 外 科

0957（38）2015

0957（74）5833

0957（38）2152

0957（74）3700

0957（36）0153

0957（37）6050

0957（36）0009

0957（74）4388

吾 妻 町

小 浜 町

吾 妻 町

小 浜 町

愛 野 町

千々石町

愛 野 町

小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

　厚生労働省では、毎年６月を「男女雇用機会均等月間」
と定め、職場における男女均等について理解を深めていた
だくために、各種の啓発活動を展開しています。本年の啓
発活動の目標は次のとおりです。
〈目標〉
１　男女雇用機会均等法について、事業主、労働者をはじ
め、社会一般に対する一層の周知徹底
２　男女雇用機会均等法の履行確保
３　女性労働者が十分にその能力を発揮することができる
ようにするための積極的な取り組み（ポジティブ・アク
ション）の促進

　長崎労働局では、月間中の行事として、事業主および人
事労務担当者に対し、特に上記目標３の「ポジティブ・ア
クションの促進」についての認識と理解を深め、取り組み
を進めていただけるよう、次のセミナーを開催しますので
ご参加ください。参加費は無料です。

男女雇用機会均等推進セミナー

　会社に妊娠を報告したら「いつ辞めるの？」と言われた
という相談が、長崎労働局雇用均等室に寄せられています。
　男女雇用機会均等法では、妊娠・出産を理由とした解雇
を禁止しています。解雇とはっきり言われなくても、本人
の意思に反して退職せざるを得ない状況に追い込むことも
できません。
　このようなことを言われたら、すぐ雇用均等室にご相談
ください。相談者の意向を最大限尊重し、対応します。

問い合わせ・ご相談
　長崎労働局雇用均等室　1095（801）0050

会社がトライ　女性もトライ
～ポジティブ・アクションで一人ひとりが活躍できる職場を～

６月は男女雇用機会均等月間です

日　時
会　場
内　容

申込先

６月19日（月）午後１時30分～午後４時
ウェルシティ長崎（長崎市茂里町３－20）
①基調講演：東京大学社会科学研究所　助教授　玄田有史氏
②事例発表
（財）21世紀職業財団長崎事務所  1095（827）1262



▼【
役
得
】＝
役
目
の
上
で

は
い
る
特
別
な
利
益
。
広

報
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

思
わ
ぬ
う
れ
し
い
こ
と
に

出
会
っ
た
り
し
ま
す
▼
サ

ッ
カ
ー
教
室
の
取
材
で
は
、

元
日
本
代
表
の
福
田
正
博

選
手
と
記
念
撮
影
を
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
取
材
を
し
な
が

ら
、
特
産
品
を
た
く
さ
ん
買
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、ハ
タ
あ
げ
の
取
材

で
は
、
昼
食
に
美
味
し
い
お
に
ぎ
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
▼
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
取
材
の
帰
り
道
、
レ
ン

ゲ
草
が
き
れ
い
な
田
ん
ぼ
を
見
つ
け
、

写
真
を
撮
ろ
う
と
脇
道
に
入
っ
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
車
道
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
す
て
き
な
風
景
が
眼
下
に
広
が
っ

て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
思
わ
ぬ
発

見
に
出
会
え
る
楽
し
さ
。
こ
れ

が
広
報
の
仕
事
の
最
大
の
役
得

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
保
育
園
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
毎
年

5
月
に
は
母
の
顔
を
、
6
月
に
は
父
の

顔
を
、
配
ら
れ
た
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に

描
い
た
。
そ
し
て
、
大
き
く
「
あ
り
が

と
う
」
と
▼
5
月
の
第
2
日
曜
日
は
「
母

の
日
」
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
プ
ロ

ン
と
と
も
に
、
母
の
顔
が
浮
か
ぶ
。
そ

う
い
え
ば
、
悩
み
も
愚
痴
も
、
打
ち
明

け
る
相
手
は
い
つ
も
母
。
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
相
手
も
▼
今
ま
で
父
に
感

謝
し
た
こ
と
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ

る
の
に
。
運
動
が
苦
手
な
私
に
付
き
合

っ
て
、
運
動
会
前
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前

に
い
つ
も
一
緒
に
走
る
練
習
し
て
く
れ

た
こ
と
。
初
任
給
で
初
め
て
ご
ち
そ
う

し
た
鰻
を
「
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な

い
」
と
笑
っ
た
こ
と
。
結
婚
式
の
前
日
、

「
明
日
は
晴
れ
る
と
い
い
な
ぁ
」
と
ポ

ツ
リ
と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
。
普
段
母
に

言
う
ば
か
り
で
父
に
は
言
っ
て
な
か
っ

た
な
…
▼
6
月
18
日
は
「
父
の
日
」
。

ち
ょ
っ
と
で
も
若
く
見
え
る
よ
う
に
、

今
年
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
あ
げ
よ
う
。
数
年

分
の「
あ
り
が
と
う
」を
込
め
て
。




